
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「大だい王おう様さま、大だい王おう様さま。お客きゃく様さまです」

　ある日ひのこと。デデデ大だい王おうの執しつ務む室しつ（という名なの、昼ひる寝ね室しつ）に、バンダナワドルディが駆かけこんできた。

　昼ひる寝ねから目めがさめたばかりのデデデ大だい王おうは、あくびまじりに言いった。

「客きゃくだと？　今日きょうは、客きゃくに会あう予よ定ていはないぞ。約やく束そくもなしにおしかけてくるなんて、ずうずうしいヤツだ。追おい返かえせ」

「でも、どうしても大だい王おう様さまに話はなしたいことがあるとおっしゃっていて……」

「うるさいわい。どこのだれだか知しらんが……」

「鉄てつ道どう王おうと名な乗のってらっしゃいます。どうやら、鉄てつ道どうのことで、大だい王おう様さまにお話はなしがあるみたいです」

「……なに？　王おうだと？」

　デデデ大だい王おうは、興きょう味みをひかれた。

　自じ称しょうプププランドの偉い大だいな支し配はい者しゃであるデデデ大だい王おうは、「王おう」という言こと葉ばに、とにかく弱よわいのだ。

「王おうがオレ様さまに会あいたいというなら、追おい返かえすわけにもいかんな」

「はい……」

「会あってやるとしよう」

　デデデ大だい王おうは、いそいそと新しん品ぴんのガウンに着きがえて、客きゃくの待まつ部へ屋やに向むかった。




「お目めにかかれて光こう栄えいです、デデデ大だい王おう様さま。私わたしは、ヨークと申もうします」

　うやうやしく頭あたまを下さげたのは、上じょう品ひんな服ふくを着きた紳しん士しだった。

　小こ柄がらだが、まるまると太ふとっており、りっぱな口くちひげをはやしている。おだやかそうに見みえるが、目めつきはするどかった。

[image: ]

　デデデ大だい王おうは、上じょうきげんで言いった。

「そんなに、かしこまることはないぞ。あんたもオレ様さまも、王おう様さま同どう士し。えんりょはいらん」

　すると、ヨークは笑わらい出だした。

「いえいえ。私わたしは鉄てつ道どう王おうと呼よばれていますが、それは、ただのあだ名なです。偉い大だいなるデデデ大だい王おう様さまのような、本ほん物ものの王おうではありません」

「……あだ名な？」

「はい。銀ぎん河がじゅうに、たくさんの鉄てつ道どうを所しょ有ゆうしているので、そう呼よばれているのです」

「……なーんだ」

　本ほん物ものの王おう様さまではないと知しって、デデデ大だい王おうはつまらなそうな顔かおになった。

「で？　ニセモノの王おう様さまが、オレ様さまになんの用ようだ？」

　ニセモノ呼よばわりされても、ヨークは怒おこらなかった。それどころか、ますます、にこやかに言いった。

「鉄てつ道どうのことで、お願ねがいがあるのです」

「鉄てつ道どう……」

「はい。このプププランドと、リゾート惑わく星せい・ユタリーを結むすぶ壮そう大だいな銀ぎん河が鉄てつ道どう──プププトレインの建けん設せつを、おゆるし願ねがいたいのです」

「……ユタリーだと？」

　デデデ大だい王おうは、身みを乗のり出だした。

「大だい王おう様さま、ごぞんじですか？」

「もちろんだ！　ゴージャスなホテルやレストランがたくさんあって、最さい高こうの料りょう理り人にんがそろっているという、大だい評ひょう判ばんの惑わく星せいだろう？」

「そのとおりです。しかも、それだけではなく、ユタリーには美うつくしい海うみや森もりや湖みずうみがあり、広ひろ々びろとした温おん泉せんがあり、最さい高こうのバカンスを過すごすことができ……」

「森もりだの湖みずうみだのは、どうでもいいわい。プププランドにも、たくさんあるからな。大だい事じなのは食くいもの！　オレ様さまにふさわしい、ゴージャスな料りょう理りだ！」

「それでしたら、きっと、大だい王おう様さまにご満まん足ぞくいただけることでしょう」

　ヨークは、目めを細ほそめた。

「ユタリーには、和わ食しょく・洋よう食しょく・中ちゅう華かにデザートなど、超ちょう一いち流りゅうのシェフがそろっております。みんな、腕うでによりをかけて、大だい王おう様さまをおもてなしすることでしょう」

「なるほど、評ひょう判ばんどおりだな」

　デデデ大だい王おうは、とろけそうな顔かおで言いった。

「一いち度ど、行いってみたかったのだが、遠とおすぎるからあきらめていたのだ。鉄てつ道どうができれば、プププランドからユタリーまで、一いっ直ちょく線せんだな！」

「はい。我わが社しゃの列れっ車しゃは、心ここ地ち良よい寝しん室しつや食しょく堂どうをそなえた、豪ごう華かなものです。大だい王おう様さまにふさわしい、快かい適てきな旅たびをお約やく束そくします」

「気きに入いった！　早さっ速そく、工こう事じに取とりかかれ！」

「ありがとうございます、大だい王おう様さま。我わが社しゃの技ぎ術じゅつがあれば、あっというまに完かん成せいです」

「楽たのしみにしているぞ！」

　デデデ大だい王おうと鉄てつ道どう王おうヨークは、がっちりと握あく手しゅをかわした。




　ヨークが帰かえっていったあと、バンダナワドルディがデデデ大だい王おうのもとにやって来きて、心しん配ぱいそうに言いった。

「大だい王おう様さま、今いまの、鉄てつ道どう王おうさんのことですが……」

「うむ！　本ほん物ものの王おうではなかったが、なかなか見みどころのあるヤツだったぞ。このプププランドと、リゾート惑わく星せいを結むすぶ、鉄てつ道どうを作つくるのだそうだ」

「はい。ぼくらにも、説せつ明めいしてくださいました。大だい王おう様さまだけではなく、ぼくらも全ぜん員いん、招しょう待たいしてくれるのだそうです」

「そりゃ、そうだろう。オレ様さまの身みの回まわりの世せ話わをする者ものが必ひつ要ようだからな！」

　デデデ大だい王おうはのんきに笑わらったが、バンダナワドルディは、表ひょう情じょうをくもらせた。

「そればかりか、プププランドの住じゅう民みんたちを、たくさん招しょう待たいしてくれるんだそうです。プププトレイン開かい通つう記き念ねんですって……」

「ほほう。ヨークのヤツ、ずいぶん気き前まえがいいんだな」

「良よすぎるんじゃないでしょうか……」

　デデデ大だい王おうは、ようやくバンダナワドルディの表ひょう情じょうに気きづいて、たずねた。

「どういう意い味みだ？　おまえは、なんで、そんな浮うかない顔かおをしとるのだ？」

「心しん配ぱいなんです。鉄てつ道どうの旅たびって、とてもぜいたくで、なかなかできないものだって聞きいたことがあります。それなのに、たくさんの住じゅう民みんを招しょう待たいしてくれるなんて……ヨークさんには、なにか考かんがえがあるんじゃないでしょうか？」

「考かんがえぐらい、あるに決きまっとる。あいつは、偉い大だいなオレ様さまをよろこばせたくてたまらんのだ。オレ様さまをもてなしたいという考かんがえで、頭あたまがいっぱいなのだ。だから、オレ様さまの部ぶ下かである住じゅう民みんたちを、招しょう待たいしようとしているのだ！」

「そう……でしょうか……？」

　うつむいてしまったバンダナワドルディを見みて、デデデ大だい王おうは、ふきげんになった。

「なんだ？　せっかく、すばらしい旅りょ行こうができるっていうのに、つまらなそうな顔かおをしおって。行いきたくないなら、おまえは留る守す番ばんだ。他ほかのワドルディどもを連つれて行いくわい！」

　バンダナワドルディは顔かおを上あげ、あわてて言いった。

「い、いいえ！　ごめんなさい、ぼくも行いきます。行いきたいです！」

「フン。最さい初しょから、すなおにそう言いえばいいのだ。旅たびのしたくをしておけよ。オレ様さまの着き替がえを、たっぷり用よう意いするのだ。リゾート惑わく星せいには、はなやかなファッションが似に合あうからな。温おん泉せんもあるらしいから、ゆかたも必ひつ要ようだ。もちろん、水みず着ぎと浮うき輪わとサングラスもわすれるんじゃないぞ！」

「は、はい！」

　バンダナワドルディはぺこりと頭あたまを下さげて、部へ屋やを出でて行いった。




　プププトレインのニュースに、ワドルディたちは大おおさわぎ。

「やったー！　ぼくらも招しょう待たいしてもらえるんだって！」

「うれしいなあ。ぼく、列れっ車しゃなんて乗のったことないや」

「ぼくだって、初はじめてだよ。列れっ車しゃの旅たびって、どんな風ふうなんだろう」

「楽たのしみだね！　そうだ、ぼく、旅たびのしおりを作つくるぞ。旅りょ行こうのプランを、こまかく決きめるんだ！」

　盛もり上あがっていたワドルディたちは、大だい王おうの部へ屋やから戻もどってきたバンダナワドルディを見みて、きょとんとした。

「あ、バンダナせんぱい……」

「どうかしたんですか？　どうして、そんなにしょんぼりして……？」

　ワドルディたちは心しん配ぱいそうな顔かおになった。

「なにかあったんですか？　ひょっとして、デデデ大だい王おう様さまから、おしかりを受うけたとか……？」

「う、ううん、まさか！」

　バンダナワドルディは顔かおを上あげ、明あかるい笑え顔がおを見みせた。

「ぼくだって、楽たのしみでしょうがないよ。さあ、みんなで、旅りょ行こうの準じゅん備びに取とりかかろう」

「はーい！」

　ワドルディたちは、元げん気きに声こえをそろえた。

　バンダナワドルディは、みんなに背せを向むけて、考かんがえこんだ。

　鉄てつ道どう王おうヨークは、上じょう品ひんで、おだやかな紳しん士しに見みえた。

　けれど、それが彼かれの本ほん性しょうとは限かぎらない。

　目めつきのするどさが、気きにかかる。あれは、なにかたくらんでいる目めだった。

　そもそも、デデデ大だい王おうに会あいにくる者もののほとんどは、愛あい想そのいい態たい度どの裏うら側がわで、悪わるい計けい画かくを立たてているものなのだ。

　大だい王おうをだまして利り用ようしようとしたり、プププランドを侵しん略りゃくしようとしたり……。

「大だい王おう様さまはおやさしいから、すぐに、ひとを信しんじてしまうんだ。ぼくが、しっかりしなくちゃ……！」

　バンダナワドルディは、自じ分ぶんにそう言いい聞きかせて、こぶしをギュッとにぎりしめた。




　プププトレインのうわさは、たちまちプププランドじゅうに広ひろまった。

　住じゅう民みんたちは、もちろん大おおよろこび。

　あっちも、こっちも、その話はなしで持もちきりだ。

　と言いっても、列れっ車しゃに乗のったことがある住じゅう民みんなんて一人ひとりもいない。みんな、想そう像ぞうをふくらませて、話はなし合あった。

　今日きょうも、何なん人にんかの住じゅう民みんたちが広ひろ場ばに集あつまり、ワイワイとおしゃべりをしている。

「とにかく、長ながい乗のりものなんだろ？　ヘビみたいに、クネクネしながら進すすむんだよな！」

　そう言いったのは、バーニンレオ。

　チリーが、心しん配ぱいそうに言いった。

「ヘビみたいな乗のりものに、またがって乗のるの？　振ふり落おとされたりしない？」

　すると、ナックルジョーが笑わらった。

「またがるんじゃないッス。中なかに乗のるんッス。車くるまと同おなじッスよ」

「長ながい車くるまが、クネクネするってこと？　ふしぎな乗のりものだね！」

　そのとき、広ひろ場ばに、カービィとワドルディたちがあらわれた。

　みんな、長ながいロープを両りょう手てに持もって、一列れつにならんでいる。

　先せん頭とうはカービィ、いちばん後うしろはバンダナワドルディだ。

「しゅぽぽー！　しゅぽぽぽぽー！　次つぎは、ひろばー！　ひろば駅えきでーす！」

　カービィが叫さけぶと、全ぜん員いんが足あしを止とめた。

　バンダナワドルディが言いった。

「お気きをつけてお降おりください！　まもなく発はっ車しゃしまーす！」

「……おまえら、なにやってるんだ？」

　バーニンレオが声こえをかけると、カービィが答こたえた。

「列れっ車しゃごっこだよ」

「え……？」

「プププトレインに乗のるための練れん習しゅうなんだ」

　バーニンレオたちは、顔かおを見み合あわせた。

　ナックルジョーが、たずねた。

「カービィたちは、列れっ車しゃがどんなものか、知しってるッスか？」

「知しってるよ。長ながくて、線せん路ろの上うえを走はしる車くるまだよ。中なかには、食しょく堂どうやベッドもあるんだ」

「……え!?」

　カービィがすらすらと答こたえたので、みんな、びっくり。

「どうして、そんなことを知しってるんだ!?」

「まさか、カービィ、列れっ車しゃに乗のったことがあるッスか!?」

「ううん、ないよ。でも、ワドルディが教おしえてくれたんだ」

　バンダナワドルディが言いった。

「鉄てつ道どう王おうのヨークさんから、パンフレットをもらったんだ。建けん設せつ中ちゅうのプププトレインのことが、よくわかるんだよ」

「パンフレット？」

　チリーが言いった。

「そんなすてきなものがあるなら、ぼくらにも見みせてよ！」

「そうだね。コピーして、みんなに配くばるね。みんな、デデデ城じょうに集あつまって！」

「やったぜ！」

　バーニンレオは、張はり切きって飛とび上あがった。

　ナックルジョーが、笑え顔がおで言いった。

「みんなに知しらせるッス。みんな、早はやくプププトレインのことを知しりたくて、ウズウズしてるッスよ！」

　ナックルジョーたちは、思おもい思おもいの方ほう向こうへ駆かけ出だして行いった。




　プププランドの住じゅう民みんたちは、ぞくぞくとデデデ城じょうにおしかけた。

　ワドルディたちが、パンフレットをコピーして、住じゅう民みんたちに配くばっていく。

　みんな、初はじめて見みる列れっ車しゃのイラストに、大おおよろこび。

「すごーい！　客きゃく室しつの中なかに、大おおきなベッドや、ソファまである！　まるでホテルだ！」

「ものすごいスピードで、銀ぎん河がを突つっ走ぱしるんだって。惑わく星せいユタリーまで、わずか一週しゅう間かんだってさ！」
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　集あつまってきた住じゅう民みんの中なかには、コックカワサキの姿すがたもあった。

　カービィがたずねた。

「コックカワサキも、プププトレインに乗のるの？」

　すると、コックカワサキは、じまんげに言いった。

「ぼくは、特とく別べつに呼よばれてるんだよ。食しょく堂どう車しゃを任まかされてるんだ」

「え!?　じゃ、プププトレインの中なかで、コックカワサキのお料りょう理りを食たべられるってこと!?」

「うん。朝あさも昼ひるも夜よるも、そして、おやつも夜や食しょくも、ぼくが作つくるんだ。ゴージャスなメニューをたくさん用よう意いするから、楽たのしみにしててよ」

「うわあ！　やったぁ！」

　カービィは、うれしくて、くるんと宙ちゅう返がえりをした。

　バンダナワドルディが言いった。

「みんなが集あつまってるから、ここで、部へ屋や割わりを決きめようよ」

「部へ屋や割わり？」

「プププトレインには、いくつもの個こ室しつがあるんだ。デデデ大だい王おう様さまは一人ひとり部べ屋やだし、ぼくらは十人にんそろってワドルディ部べ屋やだけど、他ほかのみんなは、話はなし合あって、だれといっしょの部へ屋やになるか、決きめてほしいんだ」

　みんな、顔かおを見み合あわせた。

　チリーが言いった。

「ぼく、バーニンレオといっしょの部へ屋やはイヤだよ。熱あつくて熱あつくて、溶とけちゃうもん」

「オレだって、チリーと同どう室しつなんて、ごめんだぜ」

　バーニンレオが言いい返かえした。

「ひえっひえで、風か邪ぜ引ひいちまうからな！　ホットヘッド、オレといっしょの部へ屋やになろうぜ」

「いいよ」

　ホットヘッドは、口くちからポッと小ちいさな火ひをふいて、答こたえた。

「バーニンレオといっしょなら、楽たのしいもんな。オレたち二人ふたりで、『熱ねっ血けつ！　ファイア部べ屋や！』を作つくろう」

「決きまりだぜ！」

　バーニンレオとホットヘッドは、ガッツポーズを取とった。

　ペンギーが言いった。

「ボクは、チリーといっしょがいいな。ボクらの部へ屋やは、『こちこち！　アイス部べ屋や！』だね」

「わあ、いいね！　よろしくね、ペンギー！」

　チリーも、大おおよろこびだ。

　カービィは、元げん気きよく言いった。

「ぼくは、ウォーキーといっしょの部へ屋やがいいな！」

「……え？」

　ウォーキーは、とまどった。

「な、なんで？　なにかたくらんでるのか、カービィ」

「たくらんでなんか、いないよ。ぼくとウォーキーって、似にてるところがあるじゃない」

「どこが？」

「歌うたが得とく意いなところだよ！」

　カービィは、自じ信しんたっぷりに言いった。

「ぼくらの部へ屋やは『みわくの歌うた声ごえ部べ屋や』で決きまりだね。楽たのしい歌うたを、たくさん歌うたおうね！」

「……ええっ!?」

　ウォーキーは、のけぞった。

　まわりのみんなも、ざわめいた。

　カービィの歌うたの破は壊かい力りょくは、みんな、身みにしみて知しっているのだ。

「カービィが、たいへんなことを言いい出だしたぞ……」

「カービィが歌うたったら、プププトレインがこわれちゃう！」

「止とめなきゃ……！」

　みんなが青あおざめる中なか、進すすみ出でたのは、ボンカースだった。

　乱らん暴ぼう者もので、けんかっ早ぱやいボンカースは、住じゅう民みんたちから怖こわがられている。

　みんな、ボンカースがなにを言いい出だすのかと、息いきをのんだ。

　ボンカースは、カービィをにらみつけて、言いった。

「おい、やめろ、カービィ」

「え？」

「おまえは……おまえは……」

　ボンカースは、覚かく悟ごを決きめた表ひょう情じょうで言いった。

「オレといっしょの部へ屋やになれ」

「えー？　なんで？」

「いいじゃねえか。オレ、おまえと同おなじ部へ屋やがいいんだよ！」

「そうなの？」

　カービィは、照てれて、片かた足あしでくるんと回まわった。

「知しらなかったよ、ボンカースが、そんなにぼくのこと好すきだなんて！」

「お、おう」

「そんなに言いうなら、いいよ。ぼく、ボンカースといっしょの部へ屋やになる。ウォーキー、ごめんね。がっかりさせちゃって……」

　ウォーキーは、大おお声ごえで言いった。

「い、いいよ、いいよ！　オレのことは、気きにするな！」

　まわりのみんなは、感かん謝しゃのまなざしをボンカースに向むけ、小こ声ごえで言いい合あった。

「助たすかった～」

「ありがとう、ボンカース！　みんなの恩おん人じんだわ！」

「あいつ、乱らん暴ぼう者もので怖こわいと思おもってたけど、いざってときにはたよれるな」

　他ほかの住じゅう民みんたちも、順じゅん調ちょうに部へ屋や割わりを決きめていった。




　みんなの期き待たいが高たかまる中なか、プププトレインの建けん設せつは進すすみ──予よ定ていどおりに、完かん成せいの日ひをむかえた。
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　いよいよ、出しゅっ発ぱつの日ひの朝あさ。

　デデデ城じょうのとなりに建たてられたプププランド駅えきにいちばん乗のりでやってきたのは、カービィだった。

　発はっ車しゃ時じ刻こくはまだ先さきだが、カービィは、列れっ車しゃ旅りょ行こうが楽たのしみで、待まちきれなかったのだ。

　駅えきの改かい札さつ口ぐちには、かっこいい帽ぼう子しをかぶった駅えき員いんがいた。

　駅えき員いんは、カービィに言いった。

「おはようございます、お客きゃく様さま。本ほん日じつは、プププトレインにご乗じょう車しゃありがとうございます。きっぷを拝はい見けんいたします」

「はい！」

　カービィは、あらかじめ配くばられていたきっぷを駅えき員いんに見みせた。

　駅えき員いんは、はさみのような道どう具ぐを取とり出だして、きっぷにパチンと切きりこみを入いれた。
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　カービィは、おどろいて言いった。

「あ～！　どうして、ぼくのきっぷを切きっちゃうの!?　だいじなものなのに！」

　すると、駅えき員いんは笑わらって答こたえた。

「これは、お客きゃく様さまのきっぷを、駅えき員いんが確たしかに拝はい見けんしましたという、しるしなんですよ。昔むかし風ふうのやり方かたですが、ヨーク鉄てつ道どう会がい社しゃでは、伝でん統とうを守まもり続つづけているんです」

「へ～え！　おもしろいなあ」

　カービィは、駅えき員いんの姿すがたをじっくり見みつめた。

　かぶっている帽ぼう子しも、手てにしている道どう具ぐも、とてもかっこいい。

「ねえ、駅えき員いんさん。ぼくも、そのおしごと、やってみたいな」

「え？　お客きゃく様さまが？」

「うん！　おねがい！」

　カービィがたのみこむと、駅えき員いんは笑え顔がおでうなずいた。

「いいですよ。大だい事じな仕し事ごとですから、気きをぬかないようにね」

「わかった！　ありがとう！」

　カービィは張はり切きって、駅えき員いんから帽ぼう子しと改かい札さつばさみを受うけ取とった。




　発はっ車しゃ時じ刻こくが近ちかづくと、乗じょう客きゃくとなる住じゅう民みんたちが、ぞくぞくと駅えきにやってきた。

　改かい札さつ口ぐちのカービィが言いった。

「きっぷを見みせてください。惑わく星せいユタリー行いきのきっぷを持もってないと、乗のれません」

「え？　カービィ？」

　乗じょう客きゃくたちは、おどろいた。

　チリーがたずねた。

「どうして、カービィが駅えき員いんさんの仕し事ごとをしてるの？」

「駅えき員いんさんに、おねがいしたんだ。改かい札さつのおしごと、かっこいいから！」

「いいなあ。カービィ、その帽ぼう子し、似に合あってるよ」

　その次つぎにあらわれたのは、デデデ大だい王おう。

　いつものガウンではなく、黄き色いろいベストと紺こん色いろの上うわ着ぎを着きこんでいる。上うわ着ぎの胸むねには、プププトレインのワッペンつきだ。

　頭あたまにかぶっているのは、冠かんむりではなく、赤あかい駅えき長ちょう帽ぼう子し。
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「デデデ大だい王おう……どうしたの、そのかっこう」

　カービィがたずねると、デデデ大だい王おうは上じょうきげんで答こたえた。

「駅えき長ちょう様さまと呼よべ。オレ様さまは、プププランド駅えきの駅えき長ちょうになったのだ！」

「……え？　じゃ、これからは大だい王おうじゃなくて、デデデ駅えき長ちょうって呼よべばいいの？」

「いや、大だい王おうをやめたわけではないぞ。デデデ駅えき長ちょう大だい王おう様さまと呼よべ！」

　ふんぞり返かえったデデデ大だい王おうの背せ中なかを、だれかがトントンとたたいた。

「通とおしてくれないか。発はっ車しゃ時じ刻こくがせまっているのだが」

「むむ？　だれだ、駅えき長ちょう様さまに向むかって、なまいきな口くちを……」

　振ふり返かえったデデデ大だい王おうは、ぎょっとして叫さけんだ。

「メタナイト!?　なんの用ようだ!?」

　そこに立たっていたのは、メタナイトとその部ぶ下かたちだった。部ぶ下かたちは、大おおきなスーツケースを引ひきずっている。

　メタナイトは、おちつきはらって答こたえた。

「なんの用よう、とは、おかしなことを。ここは駅えきだろう。列れっ車しゃに乗のる以い外がいに、目もく的てきがあるのか？」

「まさか、きさまもプププトレインに乗のる気きか!?」

「そうだ。このとおり、きっぷもある」

　メタナイトは、カービィにきっぷを見みせた。

　デデデ大だい王おうは、不ふ服ふくそうな顔かおで言いった。

「きさまは、列れっ車しゃに乗のる必ひつ要ようなんかないじゃないか。どこだって、戦せん艦かんハルバードで行いけるんだから」

　メタナイトは、フッと笑わらった。

「だからこそ、列れっ車しゃというものに乗のってみたくなったのだ。たまには、戦せん艦かんハルバードをはなれるのも悪わるくない」

　メタナイトの部ぶ下かのメタナイツたちは、張はり切きって叫さけんだ。

「そうそう。われら戦せん士しには、列れっ車しゃに乗のる経けい験けんもたいせつだ！」

「それに、ハルバードだって、たまには休やすませてやらなくちゃ！」

「ビーチも温おん泉せんも楽たのしみだス～！」

　メタナイツたちは、うきうきしながら、ホームへと向むかっていった。

　一いっ行こうの最さい後ごは、バル艦かん長ちょうだった。

　彼かれだけは、他ほかの部ぶ下かたちのように浮うかれていない。

　むしろ、いつにもまして、きびしい顔かおをしている。

　カービィは、きっぷを切きりながらたずねた。

「バル艦かん長ちょう、どうかしたの？　なんだか、元げん気きがないみたい」

「……いや。そんなことはない」

　バル艦かん長ちょうはそう答こたえたが、どうも様よう子すがおかしい。顔かお色いろも、あまり良よくないようだ。

　カービィは心しん配ぱいになった。

「ひょっとして、おなかが痛いたいの？　ごはんを食たべすぎたとか……？」

　すると、バル艦かん長ちょうは急きゅうに怒おこったように声こえを上あげた。

「た、た、食たべすぎてなどいない！　ぜんぜん、まったく、食たべすぎてなどいないわ！」

　すごい剣けん幕まくだ。カービィが目めをまるくしている間あいだに、バル艦かん長ちょうはドカドカと足あし音おとを立たてて、行いってしまった。

　最さい後ごにあらわれたのは、三人にんの部ぶ下かたちを従したがえた鉄てつ道どう王おうヨークだった。

　今日きょうはまた、いちだんと上じょう品ひんなスーツを着きて、晴はれやかな表ひょう情じょうを浮うかべている。

「おはようございます、デデデ大だい王おう様さま、カービィさん。プププトレインの出しゅっ発ぱつにふさわしい、気き持もちのいい朝あさですな」

「うむ……」

　デデデ大だい王おうは、意い外がいそうにたずねた。

「あんたも、プププトレインに乗のるのか？」

「もちろんですよ」

「あんたは、ユタリーで待まっていればいいじゃないか」

「そういうわけには、いきません。新あたらしい路ろ線せんが開かい通つうしたときには、必かならず私わたしも、客きゃくとして乗じょう車しゃすることにしているんです。お客きゃく様さまに満まん足ぞくしていただけているかどうか、自じ分ぶんで乗のらなければ、わかりませんからね」

「なるほど。りっぱなこころがけだ」

「ありがとうございます、デデデ大だい王おう様さま。では、プププトレインの乗じょう務む員いんたちをご紹しょう介かいしましょう」

　ヨークは、後うしろにひかえている部ぶ下かたちを振ふり返かえった。

「運うん転てん士しと、車しゃ掌しょうと、客きゃく室しつのおそうじやお客きゃく様さまのお世せ話わをするメイド。みんな、仕し事ごと熱ねっ心しんで、腕うでの立たつベテランです」

「よろしくお願ねがいします！」

　三人にんは、元げん気きよく言いって、頭あたまを下さげた。

　いずれも、きっちりと制せい服ふくを着きこんで、まじめそうな様よう子すだ。

　ヨークが言いった。

「では、いよいよ出しゅっ発ぱつです。デデデ大だい王おう様さまも、カービィさんも、列れっ車しゃのほうへ……」

「よーし！　行いこう！」

　デデデ大だい王おうは、駅えき長ちょうの上うわ着ぎを、バッと脱ぬぎ捨すてた。

　上うわ着ぎの下したは、はでなシャツとパンツだった。すっかり、リゾートスタイルだ。

　ヨークは、目めをみはった。

「おお、なんという準じゅん備びの良よさ！　さすがはデデデ大だい王おう様さまです」

「ははは！　オレ様さまに、ぬかりはない。さあ、プププトレイン、リゾート惑わく星せいに向むけて出しゅっ発ぱつだー！」

「しゅっぱつだー！」

　カービィも叫さけび、デデデ大だい王おうといっしょに、ホームへと駆かけ出だしていった。

　ヨークは、紳しん士しらしくおちついた口く調ちょうで、乗じょう務む員いんたちに言いった。

「プププランドのみなさんが、楽たのしんでくれているようで、なによりです。では、われわれも行いきましょう」

「はい、ヨーク社しゃ長ちょう！」

　乗じょう務む員いんたちは、列れっ車しゃに向むかっていった。




　発はっ車しゃを知しらせるベルが高たからかに鳴なり響ひびき、いよいよプププトレインは動うごき出だした。

　空そらに伸のびた線せん路ろの上うえを、ゴトゴトと進すすんでいく。

　車しゃ窓そうから見みえるプププランドの風ふう景けいが、どんどん小ちいさくなっていく。
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　列れっ車しゃ内ないは、お祭まつりさわぎ。みんな、それぞれの部へ屋やではしゃぎ回まわったり、通つう路ろに出でて歓かん声せいを上あげたり、興こう奮ふんがおさまらない。

「すごい、すごい！　ぼくの家いえより、ずっと居い心ごこ地ちがいいや！」

「ベッドもソファも、ふかふか！　豪ごう華かホテルみたいだよ！」

　みんなの声こえがひびきわたる中なか、まじめに仕し事ごとに取とりかかったのは、コックカワサキだった。

　彼かれの持もち場ばは、食しょく堂どう車しゃと、そのとなりのキッチン車しゃ。キッチン車しゃには、一いち流りゅうレストランも顔かお負まけの、大おおきなオーブンや流ながし台だいがそなえつけられていた。

「ひゃあ、すばらしい設せつ備びだなあ！　うちのレストランより、充じゅう実じつしてるかも……！」

　コックカワサキは、張はり切きった。

　キッチン車しゃの後うしろは、食しょく料りょう車しゃ。大おおきな冷れい蔵ぞう庫こや冷れい凍とう庫こがあり、大たい量りょうの肉にくや野や菜さいが保ほ存ぞんされている。

「夢ゆめみたいな列れっ車しゃだよ。腕うでが鳴なるなあ！」

　コックカワサキは、食しょく料りょう車しゃから食しょく材ざいを運はこんできて、さっそく料りょう理り作づくりに取とりかかった。

　今日きょうは、記き念ねんすべき旅たびの初しょ日にちなので、乗じょう客きゃく全ぜん員いんが集あつまって盛せい大だいなパーティが開ひらかれることになっている。コックカワサキの腕うでの見みせどころだ。

「みんなによろこんでもらえるような、最さい高こうのごちそうを作つくらなくちゃ！　ローストビーフ、フカヒレのスープ、サーモンのカルパッチョに、骨ほねつき肉にくのステーキ……」

　次つぎ々つぎに、おいしそうな料りょう理りができ上あがっていく。

　予よ定ていの時じ間かんぴったりに、パーティが始はじまった。

　食しょく堂どう車しゃに集あつまった乗じょう客きゃくたちは、ただよってくる料りょう理りのにおいに、うっとり。

「このにおいは、ハンバーグかな？　早はやく食たべたい！」

「おなか、ペコペコ！　早はやくパーティを始はじめようよ！」

　みんなの声こえに答こたえるように、ヨークがにこやかに言いった。

「それでは、すばらしい旅たびの始はじまりを祝いわうパーティを始はじめましょう。まず、かんぱいのあいさつを、デデデ大だい王おう様さまにお願ねがいします！」

「よーし！」

　デデデ大だい王おうは、オレンジジュースをたっぷり注そそいだグラスを手てに、立たち上あがった。

「では、プププトレイン開かい通つうを祝いわって、かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　みんなが声こえをそろえ、グラスをかかげた。

　コックカワサキとお手て伝つだいのワドルディ隊たいが、次つぎ々つぎに料りょう理りのさらを運はこび、テーブルにならべていく。

「たくさん作つくったからね！　どんどん、おかわりしてね！」

　コックカワサキの声こえに、乗じょう客きゃくたちは大おおよろこび。

「オレは、激げきアツ☆マグマシチューが食たべたいぜぇ！　あと、激げきアツ☆ホットドッグと、激げきアツ☆マーボー豆どう腐ふな！」

「ぼくは、シャーベットひややっこ。アイスおでんと、ブリザード・サラダも！」

「オレ様さまは肉にくだ！　肉にくをどんどん持もってこい！　ローストビーフも骨ほねつき肉にくも、まだまだ足たりんぞ！」

「ぼくも、おかわり、おかわり！　コーンクリームコロッケと肉にくまんと天てんぷらうどんとカレーライスとフライドポテトと、あと、あと……！」

「はい、ただいま！」

　用よう意いしてあったごちそうに加くわえて、みんなの注ちゅう文もんした料りょう理りが、どんどん運はこばれてくる。

　ウォーキーが言いった。

「コックカワサキの料りょう理りは、いつも食たべてるけど、食しょく堂どう車しゃで食たべると、いちだんとおいしく感かんじるなあ」

「賛さん成せい！」

　バウンシーが、ピョンピョンはずみながら言いった。

「窓まどの外そとに銀ぎん河がが広ひろがっていて、とってもロマンチック。こんなお食しょく事じ、初はじめて！」

　ナックルジョーが、大おおきなハンバーグを飲のみこんで、言いった。

「動うごくレストランって、新しん鮮せんッス！　旅たびの楽たのしみが、どんどんふくらむッスね！」

　メタナイトとその部ぶ下かたちも、テーブルを囲かこんで、にぎやかな食しょく事じを楽たのしんでいた。

「おいしいですね！　オレ、こんなにうまいグラタンを食たべたの、初はじめてです！」

　ジャベリンナイトが感かん激げきしながら叫さけぶと、トライデントナイトが笑わらった。

「戦せん艦かんハルバードの食しょく事じは、栄えい養ようがあって、おいしいけど、コックカワサキの料りょう理りにはかなわないな。この、あつあつのピザも最さい高こうだよ！」

　食しょく事じに夢む中ちゅうになっていたメタナイツたちだが、ふと、アックスナイトが言いった。

「あれ？　バル艦かん長ちょう、あんまり食たべてないですね。口くちに合あわないんですか？」

　バル艦かん長ちょうは、サラダをほんの少すこし食たべただけで、もうフォークとナイフを置おいてしまっている。

　バル艦かん長ちょうは、むずかしい顔かおで答こたえた。

「うむ……ワシの好このみの味あじではない。ワシは、やはり、戦せん艦かんハルバードの料りょう理りのほうが好すきだ」

「そうですか。残ざん念ねんですね、せっかくの旅りょ行こうなのに」

「いや、いいのだ。ワシのことは、気きにせんでくれ」

　続つづいて、デザートが運はこばれてきた。

　大おおきな歓かん声せいが上あがった。

「わあ、おいしそうなプリン！」

「アイスクリームの、ブルーベリーソースがけ！　ぼく、大だい好こう物ぶつなんだ！」

「一ひと口くちサイズのケーキが、こんなにたくさん！　どれを食たべようか、迷まよっちゃう」

　みんなの歓かん声せいをあびて、コックカワサキが笑え顔がおで言いった。

「あさっての午ご後ご、おやつパーティを開ひらく予よ定ていだよ。新あたらしいケーキのレシピを、たくさん考かんがえてきたんだ。楽たのしみにしててね」

「おやつパーティ!?　うわあ、楽たのしそう！」

　乗じょう客きゃくたちは手てをたたいてよろこんだ。

　そのとき、バル艦かん長ちょうが、ガタッと立たち上あがった。

　恐おそろしくふきげんそうな表ひょう情じょうだ。くちばしが、ブルブルふるえている。

　ジャベリンナイトが、おどろいてたずねた。

「バル艦かん長ちょう、どうかしたんですか？」

「……気き分ぶんがすぐれないのだ！　メタナイト様さま、申もうし訳わけありませんが、お先さきに失しつ礼れいさせていただきますぞ」

　バル艦かん長ちょうはメタナイトに一いち礼れいすると、食しょく堂どう車しゃを出でて行いってしまった。

　メタナイツたちは、顔かおを見み合あわせた。

「どうしたんだろう、バル艦かん長ちょう。なんだか、様よう子すがヘンだったな」

「顔かおが暗くらかったよ。食しょく事じもほとんど食たべてないし……」

「デザートに手てもつけないなんて、おかしいだス。病びょう気きかもしれないだス」

「どうしましょうか、メタナイト様さま」

　アックスナイトが問とうと、メタナイトは答こたえた。

「心しん配ぱいすることはない。初はじめての列れっ車しゃの旅たびで、緊きん張ちょうしているのだろう。一ひと晩ばんぐっすり眠ねむれば、回かい復ふくするはずだ」

「そうですね」

　メタナイトの言こと葉ばを聞きいて、メタナイツたちは安あん心しんし、楽たのしい食しょく事じを続つづけた。




　とても楽たのしいパーティだった。

　まさか、この夜よる、恐おそろしい騒そう動どうが起おきるなんて──だれも、予よ想そうもしていなかった。
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　まもなくパーティは終おわり、乗じょう客きゃくたちはそれぞれの部へ屋やに帰かえっていった。

　しばらくの間あいだは、みんなのおしゃべりが通つう路ろにまでひびいていたが、それも少すこしずつ静しずかになった。

　部へ屋やの明あかりが、一つ、また一つ、消きえていく。

　旅たびの疲つかれが出でてきて、みんな、ベッドにもぐりこんだ。

　乗じょう客きゃくたちが寝ね静しずまった真ま夜よ中なかすぎ──。

　一人ひとりのワドルディが、通つう路ろを歩あるいていた。

　水みずの入はいったコップを手てにしている。

　デデデ大だい王おうから、水みずを持もってこいと言いいつけられたのだ。

　水みずをこぼさないように、ゆっくり歩あるいていたワドルディは、妙みょうな音おとが聞きこえた気きがして足あしを止とめた。

「……う……うぅ……う……」

　悲かなしげな声こえがする。

「……え？　だれか、いるの？」

　ワドルディは目めを見み開ひらいて、あたりを見み回まわした。

　だれもいない。だが、声こえは続つづいている。

「うぅ……ひっく……うぅぅぅ……」

　とぎれとぎれに、すすり泣なく声こえだ。

　声こえは、とあるドアの向むこう側がわから聞きこえてくる。

　しかし、そこは物もの置おきとして使つかわれている部へ屋やで、乗じょう客きゃくはいないはずだった。

　ワドルディは、こわくなった。

　だれもいないはずの部へ屋やから、おし殺ころしたすすり泣なきが聞きこえてくるなんて……。

　そのとき、泣なき声ごえが急きゅうに高たかまった。

「うぅぅ……うわぁぁぁぁん！」

「……ひぃっ！」

　ワドルディはぞっとして、飛とび上あがった。

　はずみで、手てにしていたコップを、落おっことしてしまった。

　ガシャーン！

　ガラスの割われる音おとがひびいた。

　その音おとが、ますます、ワドルディをふるえ上あがらせた。

「わわわわわわー！」

　ワドルディは、悲ひ鳴めいを上あげて逃にげ出だした。いちもくさんに、ワドルディ部べ屋やへ──。




　話はなしを聞きいたワドルディたちは、そろって青あおざめた。

「すすり泣なく声こえ？　だれもいない部へ屋やから？」

「ま、まさか！　そんなこと、あるはずないよ。聞ききまちがいだよ」

「ううん、確たしかに聞きいたんだ！」

　証しょう言げん者しゃのワドルディは、真しん剣けんに言いいはった。

「ぞっとするほど悲かなしい、すすり泣なきだったよ。まるで、幽ゆう霊れいみたいな……」

「幽ゆう霊れい!?」

「その声こえのひびきだけで、ぼくが持もってたコップは、こなごなに割われてしまったんだ。あれは、幽ゆう霊れいの声こえにまちがいないよ！」

　本ほん当とうは、落おとしたから割われただけなのだが、ワドルディは、すべて幽ゆう霊れいのせいだと思おもいこんでいる。

「そ、そんな……！」

　ワドルディたちは、ふるえ出だした。

「な、なんで、幽ゆう霊れいが、このプププトレインに……？」

「どこから、入はいりこんだんだろう!?　まさか、乗じょう客きゃくにまぎれこんで……!?」

「みんな、おちついて」

　バンダナワドルディが、仲なか間またちに言いい聞きかせた。

「幽ゆう霊れいなんて、いるはずがないよ。きっぷを持もってなきゃ、プププトレインには乗のれないんだから。カービィが、改かい札さつ口ぐちでちゃんと調しらべてたでしょ」

「だ、だけど……ほんものの幽ゆう霊れいだったら、改かい札さつを通とおらなくても、電でん車しゃに入はいりこめるんじゃないでしょうか。壁かべをすりぬけたりして！」

　ワドルディたちは、すくみ上あがった。

　そのとき。

　とつぜん、大おおきな音おとを立たててドアが開ひらいた。

　ワドルディたちは、おどろきのあまり、ひっくり返かえった。


「きゃあああー！」

「幽ゆう霊れいが出でたー！」



　ぬーっと部へ屋やをのぞきこんだのは、デデデ大だい王おうだった。
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　大だい王おうは、ふきげんな顔かおで言いった。

「だれが幽ゆう霊れいだと？」

「あ……大だい王おう様さま！」

　ワドルディたちは、いっせいに、飛とび起おきた。

　デデデ大だい王おうは、がみがみ言いった。

「水みずを持もってこいと命めいじたのをわすれたのか？　オレ様さまの命めい令れいを無む視ししてサボるとは、けしからん……」

「大だい王おう様さま、たいへんなことが起おきたんです！」

　ワドルディが報ほう告こくした。

　話はなしを聞きいたデデデ大だい王おうは、あきれたように言いった。

「だれもいない部へ屋やから、幽ゆう霊れいの泣なき声ごえ？　そんなはずが、あるか。寝ねぼけてたんだろう」

「ちがいます、ぼく、確たしかに聞きいたんです！」

「フン、くだらん。オレ様さまが、確たしかめてやる」

　デデデ大だい王おうは、部へ屋やを出でて行いった。

　ワドルディたちは、あわてて大だい王おうにすがりついた。

「大だい王おう様さま！　お一人ひとりでは危き険けんです！　カービィやメタナイト様さまを呼よんできたほうが……！」

「ばかを言いえ。こんなくだらん用よう事じで、あいつらをたたき起おこしたら、オレ様さまが笑わらい者ものになるじゃないか」

　デデデ大だい王おうは、ためらいもなく、通つう路ろを進すすんでいく。

　その勇いさましい姿すがたを見みると、ワドルディたちはようやくおちつきを取とり戻もどし、大だい王おうのあとに続つづいた。




　物もの置おき部べ屋やからは、なんの物もの音おとも聞きこえなかった。

　一人ひとりのワドルディが、小こ声ごえで言いった。

「静しずかですね……」

　デデデ大だい王おうは、ワドルディたちを見み下おろした。

「本ほん当とうに、この部へ屋やから聞きこえたのか？」

　幽ゆう霊れいの報ほう告こくをしたワドルディが、うなずいた。

「まちがいないです。さっきは、このドアの向むこう側がわから、この世よのものとは思おもえない、恐おそろしい泣なき声ごえがしていたんです」

「どれどれ」

　デデデ大だい王おうは、ドアに手てをかけた。

　バンダナワドルディが叫さけんだ。

「だ、大だい王おう様さま！　危き険けんです！　開あけないほうが……！」

「開あけなければ、中なかにだれがいるのか、わからんじゃないか」

　デデデ大だい王おうは、むぞうさにドアを開あけた。

　鍵かぎはかかっていない。ドアは静しずかに開ひらいた。

　部へ屋やは、からっぽだった。

　カベぎわに、予よ備びの毛もう布ふやタオル、枕まくらなどが、積つみ上あげられているだけだ。

「だれもいないじゃないか」

　デデデ大だい王おうが言いった。

　ワドルディたちは、おそるおそる部へ屋やに入はいりこみ、毛もう布ふの山やまに登のぼったり、タオルの間あいだにもぐりこんだりして、あやしい形けい跡せきを探さがし回まわった。

　でも、なにも見みつからなかった。

「あ、あれ、おかしいな……」

　報ほう告こくしたワドルディは、ぼうぜんとした。

　デデデ大だい王おうが言いった。

「やっぱり、おまえは寝ねぼけてたんだろう」

「そんなはずは……ぼく、はっきり聞きいたのに……」

　バンダナワドルディが言いった。

「幽ゆう霊れいは、逃にげてしまったんじゃないでしょうか」

「どこに？」

「それは……わかりませんけど……」

「列れっ車しゃの中なかに、かくれる場ば所しょなんぞ、ない。幽ゆう霊れいなんて、いるわけがないのだ。フン、むだ足あしだったわい」

　デデデ大だい王おうは大おおあくびをし、部へ屋やを出でて行いった。

　ワドルディたちも、部へ屋やを出でた。

　報ほう告こくしたワドルディは、しょんぼりして言いった。

「ぼく、寝ねぼけてなんていないよ。ほんとに、聞きいたんだ……」

「だいじょうぶ、信しんじるよ」

　バンダナワドルディが、はげました。

「幽ゆう霊れいは、カベをすりぬけて、列れっ車しゃの外そとに出でて行いったんだよ。だから、もう怖こわくないよ」

「……そうですね」

　ワドルディたちはうなずいたが、どの顔かおも、暗くらいままだった。




　次つぎの日ひの夜よる。

　ワドルディたちは、声こえをひそめて話はなし合あっていた。

「今こん夜やもいるかな、あの幽ゆう霊れい……」

「い、いないよ。もう、列れっ車しゃの外そとに出でてったはずだよ」

「だけど、もしも、また物もの置おき部べ屋やで泣ないてたら……」

　ワドルディたちは、ガタガタふるえた。

　バンダナワドルディが、思おもい切きって言いった。

「こうして怖こわがっていたって、もっともっと怖こわくなるだけだよ。ぼく、確たしかめてくる」

「バンダナせんぱい!?」

　ワドルディたちは、バンダナワドルディにすがりついた。

「やめてください。あぶないです！」

「幽ゆう霊れいに襲おそわれたら、どんなことになるか！」

「だいじょうぶ。みんなは、ここで待まってて」

「そんなわけにはいきません！」

　ワドルディたちは、声こえをそろえた。

「みんなで行いきましょう！」

　一人ひとりのワドルディが、ふるえる声こえで言いった。

「ぼくたちだけじゃ、幽ゆう霊れいに勝かてっこないです。デデデ大だい王おう様さまに、いっしょに行いっていただいたほうが……」

　バンダナワドルディは、頭あたまを振ふった。

「デデデ大だい王おう様さまは、きのうの夜よる、はっきり『幽ゆう霊れいなんていない』っておっしゃってたじゃないか。これ以い上じょう、しつこく言いっては、大だい王おう様さまが気きを悪わるくされるよ」

「そうですけど……」

「だいじょうぶ。ちょっとだけ、様よう子すを探さぐりに行いくだけだよ。本ほん当とうに幽ゆう霊れいが出でたら、みんなで逃にげよう」

　ワドルディ隊たいは、バンダナワドルディを先せん頭とうに、通つう路ろを歩あるき出だした。




　物もの置おき部べ屋やに近ちかづいていくと──中なかから、すすり泣なく声こえが聞きこえてきた。

「うぅぅ……ひっく……うぇぇ……」

　ワドルディたちは、まっさおになった。

「や、やっぱり聞きこえる！」

「幽ゆう霊れいの声こえです！　大だい王おう様さまを呼よんできましょう、バンダナせんぱい！」

　バンダナワドルディは迷まよったが、すすり泣なく声こえがあまりに悲かなしそうなのが、気きにかかった。

「たとえ幽ゆう霊れいだとしても、なぐさめてあげたほうがいいんじゃないかな……」

「な、なにを言いってるんですか、バンダナせんぱい！」

「だって、こんなに泣ないてるんだよ。かわいそうだよ」

　バンダナワドルディは、思おもいきって、ドアをたたいた。

「もしもし！　なんで、泣ないてるの？」

　すると、中なかから聞きこえていた声こえが、ぴたりとやんだ。

　バンダナワドルディは、やさしく呼よびかけた。

「このドアを開あけてくれない？　なにが悲かなしいのか、話はなしてくれたら……」

「せ、せんぱい、せんぱい！」

　ワドルディたちは、バンダナワドルディにしがみついた。

「ドアを開あけたら、幽ゆう霊れいが出でてくるんですよ！」

「怖こわいですー！　逃にげましょう！」

　バンダナワドルディももちろん怖こわかったけれど、このまま逃にげる気きにはなれなかった。

「話はなしを聞きこうよ」

　ドアのノブに手てをかける。

　しかし、ドアは開ひらかなかった。中なかから鍵かぎがかけられているようだ。

　バンダナワドルディは、ノブをゆさぶった。

「ここを開あけて。ねえ、開あけて、おねがいだから」

　そのとき、ワドルディたちの頭あたまの上うえで、声こえがした。

「なにをやっとるんだ、おまえら」

　緊きん張ちょうしてふるえていたワドルディたちは、とつぜんの声こえにびっくり。そろって、ひっくり返かえった。

「きゃー！　きゃー！　幽ゆう霊れいがー！」

「来こないでー！　来こないでー！」

　泣なきさわぐワドルディをつまみ上あげたのは、デデデ大だい王おうだった。

「うるさいわい。もう夜よ中なかだぞ。さわぐな」

「あっ、大だい王おう様さま！」

　ワドルディたちは、ほうっと息いきをついた。

　バンダナワドルディが報ほう告こくした。

「この物もの置おき部べ屋やから、すすり泣なく声こえが聞きこえてきたんです。それで、ドアを開あけようとしていたんですが……」

「声こえなんぞ、聞きこえんぞ」

「ぼくがドアをたたいたら、声こえがしなくなったんです」

「ふん。どうせ、聞ききちがいに決きまって……」

　デデデ大だい王おうはワドルディたちを見み回まわし、ふと気きづいたように言いった。

「……おまえら。足たりなくないか？」

「え？　なにがですか？」

「全ぜん部ぶで十人にん乗のってたはずだろう。一人ひとり足たりんぞ」

「え？　そんなはずは……」

　バンダナワドルディはワドルディの数かずをかぞえ、ドキッとした。

「ほ、ほんとうだ……九人にんしかいません！」

　ワドルディたちは、パニックになった。

「どうして!?　いつのまに!?」

「さっきまで、十人にんいたよね!?　いたよね!?」

「いた……んじゃないかな？　かぞえてなかったけど……」

「ひょっとして、幽ゆう霊れいにつかまっちゃったんじゃ……!?」

「きゃー！　きゃー！」

「さわぐなと言いうのに」

　デデデ大だい王おうはワドルディたちをおしのけて、ドアに手てをかけた。

「ここを開あけろ！　開あけんなら、ドアをぶちこわすぞ！」

　きびしい声こえで叫さけぶ。

　と、ガチャリと鍵かぎがはずれる音おとがして、ドアがそっと開ひらいた。

　あらわれたのは、ワドルディだった。

　まっかに泣なきはらした目めをしている。

　そのワドルディは、ブルブルふるえていた。
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「……えー!?」

　ワドルディたちは、いっせいに叫さけんだ。

「ひょっとして……物もの置おき部べ屋やで泣ないてたのは、きみ……？」

「ご……ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　ワドルディは、床ゆかにはいつくばるように、頭あたまを下さげた。

　デデデ大だい王おうは、そのワドルディをつまみ上あげた。

「なにをしとったんだ、おまえは」

「その……あの……ええと……」

　ワドルディは、もじもじしながら言いった。

「ぼく……プププランドに帰かえりたくて……」

「なんだと？」

「あの……列れっ車しゃはガタゴトするし、ちょっと怖こわくて……それに、ここには森もりも野の原はらも青あお空ぞらもないし、雨あめもふらないし虹にじも出でないから……ぼく、プププランドのことを考かんがえたら、帰かえりたくて帰かえりたくて、涙なみだが止とまらなくなっちゃって……」

　バンダナワドルディは、あっけにとられて言いった。

「つまり、ホームシックになっちゃったってこと？」

　ワドルディたちが、たずねた。

「ほーむしっく？　どういう意い味みですか、バンダナせんぱい」

「自じ分ぶんの家いえや、ふるさとが、恋こいしくなるっていうことだよ」

　デデデ大だい王おうは、あきれたように、つまみ上あげていたワドルディをはなした。

　ワドルディは、また、しくしく泣なき出だした。

　バンダナワドルディは言いった。

「それで、物もの置おき部べ屋やに閉とじこもって泣ないてたんだね」

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　昨日きのう、すすり泣なく声こえを聞きいたワドルディが言いった。

「だったら、早はやくそう言いえばよかったのに！　どうして、みんなにだまってたの？」

「それは……だって……」

　泣ないていたワドルディは、目めをこすって言いった。

「ぼくは、ワドルディ隊たいの一いち員いんだし……しっかりしなくちゃダメだから……」

　バンダナワドルディが言いった。

「きのうの夜よるは、コップが割われる音おとを聞きいたあとで、こっそり物もの置おき部べ屋やから出でて、どさくさにまぎれて、ぼくらに合ごう流りゅうしたんだね？」

「……はい」

「今こん夜やも、みんながおしゃべりしている間あいだに、こっそり部へ屋やをぬけ出だし、ここで一人ひとりで泣ないていたんだね？」

「………………はい」

　デデデ大だい王おうが、ふきげんそうに言いった。

「まったく！　ホームシックにかかるワドルディもワドルディだが、仲なか間まが一人ひとり消きえたことにも気きづかんおまえらもおまえらだぞ！　たるみすぎだ！」

「は、はい！」

　ワドルディたちは、ピシッと整せい列れつして、声こえをそろえた。

「ごめんなさい、大だい王おう様さま！」

「だいたい、ホームシックなんて、くだらん理り由ゆうで泣なくんじゃない。オレ様さまの部ぶ下かたるものが、情なさけないわい！」

　そう言いわれて、泣ないていたワドルディは、しょぼんとした。

　デデデ大だい王おうは言いった。

「プププランドだろうが、プププトレインだろうが、オレ様さまがいる場ば所しょが、おまえらの家いえだ！　そうではないのか？」

　ワドルディは、ハッと顔かおを上あげた。

「それとも、おまえは、オレ様さまがいないプププランドに帰かえりたいのか？」

「い、いいえ！」

　泣ないていたワドルディは、飛とび上あがって言いった。

「ぼくは、大だい王おう様さまのそばにいたいです！　大だい王おう様さまのそばが、いちばんです！」

「フン。ばかものが」

　デデデ大だい王おうは、ワドルディたちに背せを向むけて、大おおあくびをした。

「部へ屋やに戻もどって寝ねるぞ。おまえらも、とっとと寝ねろ」

「はい！」

　ワドルディたちは、デデデ大だい王おうに続つづいた。

　歩あるきながら、バンダナワドルディが言いった。

「大だい王おう様さま、今こん夜や、なぞの泣なき声ごえのことを調しらべに来きてくださったんですね」

「……むむ？」

「きのうの夜よるは、幽ゆう霊れいなんているはずがないっておっしゃってたのに……」

「だから、なんだ？」

　デデデ大だい王おうは振ふり返かえり、バンダナワドルディをジロッとにらんだ。

「実じっ際さい、いなかったじゃないか」

「はい。でも、わざわざ調しらべに来きてくださったことが、うれしくて」

「ばかもの。調しらべに来きたんじゃないわい。たまたま、とおりかかったんだ」

「はい！　たまたま、ですね！」

　デデデ大だい王おうとワドルディたちは、それぞれの部へ屋やへ引ひき上あげた。

　こうして、ナゾの泣なき声ごえ事じ件けんは解かい決けつした……のだが。

　翌よく日じつ、さらにふしぎな事じ件けんがプププトレインに襲おそいかかった。
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　朝あさ早はやくから、コックカワサキはさっそく仕し事ごとに取とりかかっていた。

　キッチン車しゃで料りょう理りを作つくっていると、カービィがやって来きた。

「おはよう、コックカワサキ！」

「おはよう、カービィ。ずいぶん早はや起おきだね」

「ボンカースのいびきがうるさくて、目めがさめちゃったんだよ！」

　カービィは、ふうっとため息いきをついた。

「ボンカースったら、いびきはすごいし、ねぞうは悪わるいし、困こまったヤツだよ。そのくせ、ぼくがちょっと鼻はな歌うたを歌うたっただけで、ものすごいいきおいで飛とび起おきて、怒おこり出だしたんだよ。ひどいでしょ！」

「う、うん」

　コックカワサキの笑え顔がおが、引ひきつった。

　カービィの歌うたは、すさまじい破は壊かい力りょくを持もっている。たとえ、ちょっとした鼻はな歌うたでも、そばで歌うたわれたら、のたうち回まわりそうになるだろう。

　ボンカースのいびき対たいカービィの鼻はな歌うた。

　あまり、近ちかよりたくない対たい決けつだ。

「おかしいなあ。ボンカースは、どうしてもいっしょの部へ屋やになりたいって言いいはるくらい、ぼくのことが大だい好すきなのに……」

　がっかりしているカービィを、コックカワサキはなぐさめた。

「ボンカースは、きっと、朝あさが苦にが手てなんだよ。だから、朝あさはとにかくきげんが悪わるいんだ」

「……そうだね！　それより、コックカワサキ、早はやく朝あさごはんを作つくろうよ。ぼく、お手て伝つだいするから！」

「い、いや、いいよ」

　コックカワサキの笑え顔がおが、ますます引ひきつった。

　カービィの料りょう理りの腕うで前まえは、歌うた声ごえに負まけずおとらず、破は壊かい力りょくばつぐんなのだ。

「えんりょしなくていいよ。ぼく、納なっ豆とうといちごジャムと生なまたまごをまぜておくね。トーストにのっけると、きっとおいしいよ！」

　コックカワサキは、全ぜん力りょくで叫さけんだ。

「いいんだ、カービィ！　料りょう理りはぼくにまかせてくれ！　まずは、運うん転てん士しさんたちの朝ちょう食しょくを作つくるぞ！」

「おっけー！　なにを作つくるの？」

「仕し事ごとをしながらでも、かんたんに片かた手てでつまめるようなもの……サンドイッチがいいと思おもうんだ」

「わあ、いいね！　中なか身みはどうする？　おさしみ？　たくあん？　ギョーザ？」

「ハムとキュウリにしよう。カービィ、食しょく料りょう車しゃの冷れい蔵ぞう庫こから、ハムを持もってきてくれる？」

「わかった！」

　カービィは、食しょく料りょう車しゃへ走はしっていった。

　その間あいだに、コックカワサキは、床ゆかに置おかれた木き箱ばこを開あけて、キュウリを取とり出だした。

　パンにバターをぬり、切きったキュウリと、カービィが持もってきたハムをのせる。

　塩しおやマヨネーズで味あじをつけ、パンの耳みみを切きり落おとす。

「わあ、おいしそう～！　ぼくも食たべたい！」

　よだれをたらしそうなカービィに、コックカワサキは言いった。

「だめだめ！　これは、運うん転てん士しさんたちの分ぶんなんだ。つまみ食ぐいしたら、足たりなくなっちゃうよ」

「あ、そうか」

「カービィの分ぶんは、あとでたっぷり作つくってあげるよ。これを、運うん転てん士しさんと、車しゃ掌しょうさんと、メイドさんに届とどけてくれる？」

「はーい！」

　カービィは、両りょう手てに一枚まいずつおさらを持もち、頭あたまの上うえにも一枚まいのせて、トコトコとキッチン車しゃを出でて行いった。
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　カービィが最さい初しょに向むかったのは、食しょく料りょう車しゃの後うしろにある車しゃ掌しょう室しつ。

「おはようございまーす！　ドアを開あけてください！」

　カービィが叫さけぶと、ドアが開ひらいて、車しゃ掌しょうが顔かおをのぞかせた。

「おや、カービィさん。おはようございます。なにか、ご用ようですか？」

「朝あさごはんを持もってきたんだよ！」

「え？　ぼくに？」

「うん。コックカワサキの、特とく製せいサンドイッチだよ」

　車しゃ掌しょうは、目めをかがやかせた。

「わあ、ハムとキュウリですね。ぼくの大だい好こう物ぶつですよ。機き械かいの点てん検けんを終おえたら、いただきます。その台だいの上うえに、置おいておいてくださいな」

「はーい！」

　カービィはおさらを置おいて、車しゃ掌しょう室しつを出でた。

　次つぎに向むかったのは、メイド部べ屋や。

　メイドは、身みじたくをととのえて、ほうきを手てにしていた。

「あら、おはようございます、カービィさん」

「おはようございます！　コックカワサキが作つくったサンドイッチをどうぞ！」

「まあ！　これを、わたしに？　とっても、おいしそう！」

　メイドは笑え顔がおになった。

「これから、みなさまのお部へ屋やのおそうじに行いくところだったんです。仕し事ごとの前まえに、こんなにおいしそうなサンドイッチを食たべられるなんて、しあわせだわ」

「おしごと、がんばってね。じゃあね！」

　最さい後ごに向むかったのは、列れっ車しゃのいちばん前まえにある運うん転てん室しつだ。

　運うん転てん士しは席せきについて、スクリーンを見みつめていた。

「おはようございます、運うん転てん士しさん！」

「ん？　ああ、カービィさんか。おはようございます」

　運うん転てん士しは、からだをほぐすように、うーんと両りょう手てを伸のばした。

　ときどき、車しゃ掌しょうと交こう代たいして仮か眠みんを取とるものの、旅たびの間あいだはほとんど運うん転てん席せきに座すわりっぱなしなのだ。たいへんな仕し事ごとだ。

「なにか用ようですか？　列れっ車しゃの運うん行こうは、順じゅん調ちょうですよ。安あん全ぜんそのもの、問もん題だいなし！」

「よかった！　ぼく、コックカワサキが作つくったサンドイッチを持もってきたんだ」

「え？　オレに？」

　運うん転てん士しは、顔かおをほころばせた。

「わあ、うまそうだなあ。いただきます！」

　運うん転てん士しはサンドイッチを一ひと切きれつまむと、大おおきな口くちを開あけて、かじりついた。

　カービィは、運うん転てん室しつの機き械かいがめずらしくて、きょろきょろした。

「大おおきなスクリーンだね。外そとの様よう子すが、ここに映うつるんだね。これは、速そく度ど計けい？　こっちの数すう字じは……目もく的てき地ちまでの距きょ離りかあ！」

　運うん転てん士しは、ぱくぱくとサンドイッチをほおばり、言いった。

「見みるのはいいけど、さわっちゃ……ダメ……で……す……」

　運うん転てん士しの言こと葉ばが、プツッととぎれた。

　カービィは、ふしぎに思おもって、運うん転てん士しを見みた。

　運うん転てん士しは、操そう作さ盤ばんにつっぷしていた。

「……え!?」

　カービィは、びっくりして、運うん転てん士しに声こえをかけた。

「どうしたの!?　運うん転てん士しさん!?　だいじょーぶ!?」

　返へん事じはない。運うん転てん士しは、気きを失うしなっているようだ。

「ど、どうしたの!?　ねえ、だいじょーぶ!?」

　カービィは運うん転てん士しをゆさぶった。しかし、運うん転てん士しは動うごかなかった。

「た、たいへん……！　だれかを呼よんでこなくちゃ！」

　カービィは、あわてて運うん転てん室しつを飛とび出だした。

　通つう路ろに出でると、さらに信しんじがたい光こう景けいが、目めに飛とびこんできた。

　メイドが、たおれている。ほうきを手てにしたまま。

「ええええ!?　メイドさん!?　メイドさん、しっかりして！」

　カービィがゆさぶっても、意い識しきが戻もどらない。

　運うん転てん士しと同おなじだ。

　そこは、ちょうど、ワドルディ部べ屋やのすぐ前まえだった。

　ドアが開ひらいて、バンダナワドルディが顔かおをのぞかせた。

「どうしたの、カービィ。そんな大おお声ごえを出だして、なにか……」

　バンダナワドルディは、たおれているメイドに気きづき、飛とび上あがった。

「メイドさん!?　ど、ど、どうしたの!?」

　カービィは答こたえた。

「わかんない。運うん転てん士しさんも同おなじなんだ。急きゅうに、たおれちゃったんだ！」

「ええ──!?　運うん転てん士しさんまで!?」

　バンダナワドルディは、青あおざめた。

　何なん人にんかのワドルディが、さわぎを聞きいて、部へ屋やから出でてきた。

　バンダナワドルディは、すばやく言いった。

「きみたち、メイドさんのそばについてて。ぼくは、デデデ大だい王おう様さまに知しらせてくる。カービィは……そうだ、車しゃ掌しょうさんを呼よんできて！」

「わかった！」

　カービィとバンダナワドルディは、それぞれの方ほう向こうへ駆かけ出だした。




　カービィは、車しゃ掌しょう室しつのドアをはげしくたたいた。

「車しゃ掌しょうさん！　車しゃ掌しょうさん！　来きて、たいへんなんだ！」

　しかし、中なかからは返へん事じがない。

「まさか……車しゃ掌しょうさんまで!?」

　カービィは、急いそいでドアを開あけた。

　悪わるい予よ感かんは、当あたってしまった。車しゃ掌しょうは、イスにもたれかかるようにして、気きを失うしなっていた。

　台だいの上うえには、からのおさらがある。

　サンドイッチを全ぜん部ぶ食たべてから、たおれたらしい。

「サンドイッチ……!?　まさか、サンドイッチを食たべた三人にんが……!?」

　カービィは、車しゃ掌しょう室しつを走はしり出でた。

　とにかく、コックカワサキに知しらせなくては！




　知しらせは、またたくまに、列れっ車しゃじゅうに広ひろまっていった。

　乗じょう客きゃくたちが食しょく堂どう車しゃに集あつまり、大おおさわぎになった。

「なにがあったんだ？　メイドさんが、たおれたって？」

「運うん転てん士しさんも車しゃ掌しょうさんも、気きを失うしなってるって聞きいたよ。どういうこと!?」

　みんな、不ふ安あんそうな顔かおを見み合あわせている。

　コックカワサキは、まっさおな顔かおで、立たちつくしていた。

　そこに、ヨークやデデデ大だい王おう、メタナイトらがあらわれた。

　ヨークが声こえを上あげた。

「おちついてください、みなさん。まず、状じょう況きょうを整せい理りしましょう。なにが起おきたんです？」

　カービィが言いった。

「運うん転てん士しさんとメイドさんと車しゃ掌しょうさんが、たおれちゃったんだ」

　バンダナワドルディが、言いいそえた。

「三人にんを乗じょう務む員いん部べ屋やに運はこび、ベッドに寝ねかせました。三人にんとも、顔かお色いろは悪わるくないし、呼こ吸きゅうもふつうで、ただ眠ねむっているだけみたいです。だけど、いくら声こえをかけても、ゆさぶっても、目めをさまさないんです」

　デデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「お……おいおい！　メイドや車しゃ掌しょうはともかく、運うん転てん士しがいなきゃ、列れっ車しゃが動うごかんはずじゃないか！　でも、まだ動うごいてるってことは……！」

　デデデ大だい王おうの言こと葉ばを聞きいて、乗じょう客きゃくたちはパニックになった。

「運うん転てん士しがいないのに、列れっ車しゃが勝かっ手てに走はしってる……!?　暴ぼう走そうしてるんだ！」

「なんてこった！　あぶないぞ！」

「きゃー！　きゃー！　こわい！」

　メタナイトが、ヨークに言いった。

「非ひ常じょう事じ態たいだ。列れっ車しゃを止とめて、プププランドに引ひき返かえそう」

「それは、できません」

　ヨークは、首くびを振ふった。

「できない？　なぜだ」

「プププトレインは、発はっ車しゃするときに、駅えきにそなえられた装そう置ちを使つかって、ぐんと加か速そくする仕し組くみなんです。駅えきではない場ば所しょで停てい車しゃしたり、発はっ車しゃしたりすることは、できないんです」

「なんだって……では、運うん転てん士しのいないまま、走はしり続つづけるしかないのか？」

　さすがのメタナイトも、絶ぜっ句くしてしまった。

　ヨークは、力ちから強づよく言いった。

「だいじょうぶです。この列れっ車しゃには、自じ動どう運うん転てん装そう置ちがついています。運うん転てん士しがいなくても、線せん路ろを走はしることはできます。よほどのことがない限かぎりは……」

「いや、待まて待まて！」

　デデデ大だい王おうが、大おお声ごえを出だした。

「列れっ車しゃには運うん転てん士しが必ひつ要ようだ！　ぜったいにな！」

「いえ、だいじょうぶなんです。自じ動どう運うん転てん装そう置ちが……」

「装そう置ちなんぞ、信しん用ようできるか！　ここは、オレ様さまにまかせろ！」

「……は？」

　ヨークは、きょとんとした。

「デデデ大だい王おう様さま？　まさか、列れっ車しゃを運うん転てんできるのですか？」

「やったことはないが、オレ様さまにできないことなどないのだ！　みんな、安あん心しんしろ！」

　デデデ大だい王おうは、浮うかれた様よう子すで、食しょく堂どう車しゃを走はしり出でていった。

　ナックルジョーが言いった。

「……運うん転てんしてみたいだけッスね、あれは」

「だいじょうぶかなあ」

「自じ動どう運うん転てん装そう置ちがあるから、なんとかなるだろ」

　乗じょう客きゃくたちがざわめく中なか、メタナイトが言いった。

「やはり、運うん転てん士しがいないのは不ふ安あんだ。なんとかして、彼かれらを目めざめさせなくては。まずは、彼かれらがなぜ眠ねむってしまったのか、その理り由ゆうを調しらべるのだ」

「こころ当あたりがあるよ」

　進すすみ出でたのは、コックカワサキだった。

「眠ねむってしまった三人にんは、ぼくが作つくったサンドイッチを食たべたんだ」

「……なに？」

「みんな、サンドイッチを食たべた直ちょく後ごに、眠ねむりこんじゃった。ぼくのサンドイッチのせいだと思おもうんだ……！」

　乗じょう客きゃくたちは、息いきをのんだ。

　メタナイトがたずねた。

「サンドイッチの中なか身みは？」

「ふつうの、ハムとキュウリだよ」

　会かい話わを聞きいていたヨークが、つぶやいた。

「キュウリだって……まさか……」

　その言こと葉ばを、メタナイトが聞ききとがめた。

「ヨークどの？　こころ当あたりがあるのか？」

「い、いや、別べつに、なにも」

　ヨークは、ごまかすように、そっぽを向むいた。

　メタナイトは、コックカワサキに向むき直なおった。

「キッチン車しゃを調しらべさせてくれないか」

「もちろん、いいよ」

　二人ふたりは、キッチン車しゃに向むかった。

　コックカワサキは説せつ明めいした。

「パンは、ぼくが焼やいたものだよ。ハムは冷れい蔵ぞう庫こで保ほ管かんしてる。キュウリはその木き箱ばこから取とり出だしたんだ。あとは、塩しおとマヨネーズとバターを使つかった」

「その材ざい料りょうの中なかに、眠ねむくなるような成せい分ぶんがふくまれていた……？」

「まさか！　眠ねむりウリを使つかったわけでもあるまいし」

「眠ねむりウリ？」

「そういう名な前まえの野や菜さいがあるんだよ。見みた目めと味あじはキュウリにそっくりだけど、食たべると、強きょう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれちゃうんだ」

　メタナイトの目めが光ひかった。

「その木き箱ばこの中なかの野や菜さいが、眠ねむりウリなのでは？」

「そんなことは、ありえないよ。だって、いつもの畑はたけでとれたキュウリを、ぼくが箱はこ詰づめしたんだからね！」

「だが、念ねんのため、調しらべてみてほしい」

「わかったよ。むだだと思おもうけどね」

　コックカワサキは、床ゆかに置おかれた木き箱ばこから、細ほそ長ながい緑みどり色いろの野や菜さいを一本ぽん取とり出だした。

　包ほう丁ちょうでまっぷたつにしながら、コックカワサキは言いった。

「ほらね、このとおり、ふつうのキュウリ……」

　しかし、次つぎの瞬しゅん間かん、コックカワサキは目めを見み開ひらいた。

「……え!?　この香かおりは……!?」

　コックカワサキは、野や菜さいのにおいをかいで、叫さけんだ。

「あまいにおいがする……！　これは、キュウリじゃない。眠ねむりウリだ！」

「本ほん当とうか」

「うん……！」
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　コックカワサキは、呆ぼう然ぜんとして言いった。

「よほど注ちゅう意いしなければわからないんだけど、眠ねむりウリは、キュウリとはちがう、あまいにおいがするんだ。サンドイッチを作つくったときは、まるで気きがつかなかった！　どうして、キッチン車しゃにこんなものが……!?」

　メタナイトは、仮か面めんの下したのするどい目めで、コックカワサキを見みた。

「君きみが、ふつうのキュウリとまちがえて持もちこんだという可か能のう性せいはないのか？」

「ぜったいに、ない！」

　コックカワサキは、大おお声ごえで答こたえた。

「眠ねむりウリは、プププランドの南みなみの草そう原げんにしかはえてないんだ。畑はたけでとれたキュウリの中なかにまぎれこむなんてことは、ありえないよ！」

「キュウリの木き箱ばこは、君きみが自じ分ぶんで運はこび入いれたのか？」

「ううん。食しょく材ざいは、量りょうが多おおいからね。ぼくが用よう意いしたものを、全ぜん部ぶまとめて、ヨーク鉄てつ道どう会がい社しゃに運はこんでもらったんだ」

「……眠ねむりウリを食たべた者ものは、どのくらいで目めざめるのだ？」

「食たべた量りょうにもよるけど、あのサンドイッチに使つかった量りょうだと……だいたい十とお日かぐらいかな」

「十とお日か……!?」

　メタナイトは、おどろいた。

「十とお日かもの間あいだ、眠ねむり続つづけたら、彼かれらはどうなる!?　その間かん、食しょく事じもできないのだぞ。からだが、弱よわってしまう……！」

「その点てんは、だいじょうぶだよ。眠ねむっている間あいだは、食たべものも飲のみものも、必ひつ要ようないんだ。冬とう眠みんみたいな感かんじ。だから、運うん転てん士しさんたちの健けん康こうは心しん配ぱいないよ」

「……そうか。ならば良いいが」

　メタナイトは、声こえをおちつけた。

「彼かれらを目めざめさせる方ほう法ほうはないのか？」

「ない。眠ねむりウリの効こう果かは、強きょう力りょくなんだ。十とお日かが過すぎるまで、どんなにゆさぶっても、起おこすことはできないよ」

「……ユタリーまでの旅たびは、あと四日か。つまり、終しゅう点てんまでずっと、運うん転てん士したちは眠ねむったままということか」

　そのとき、ヨークがキッチン車しゃに入はいってきた。

　ヨークは、気きがかりそうな声こえでたずねた。

「いかがですか。なにか、わかりましたか？」

「……ヨークどの」

　メタナイトは、ヨークに説せつ明めいした。

　キュウリによく似にた眠ねむりウリが、なぜかキッチン車しゃに運はこびこまれていたことを。

　話はなしを聞きくうちに、ヨークは青あおざめた。

「……やはり。なぜ、あれが……」

　小ちいさなつぶやきだった。メタナイトが、聞きき返かえした。

「ヨークどの？　今いま、なんと？」

「え？　い、いえ、なにも……コホン！」

　ヨークは、せきばらいでごまかした。

「なぜ、そんなものが、このキッチン車しゃに!?」

「コックカワサキは、こころ当あたりがないと言いっている。あなたはどうだろう、ヨークどの」

「も、もちろん、こころ当あたりなどありませんとも！」

　ヨークは、どぎまぎした様よう子すだ。

　メタナイトは言いった。

「だが、眠ねむりウリは、プププランドの南みなみの草そう原げんでしかとれないらしい。うっかりキュウリとまちがえて運はこびこまれることなど、ありえない。だれかが、わざと眠ねむりウリを木き箱ばこに詰つめ、このキッチン車しゃに運はこびこんだのだ」

「なんと……」

　ヨークは、しきりに汗あせをふきながら言いった。

「だれが、そのようなことを？」

「わからない。だが、コックカワサキは、食しょく材ざいの積つみこみをヨーク鉄てつ道どう会がい社しゃにまかせたと言いっている」

　コックカワサキは、うなずいた。

「それは、もちろん、ヨークさんもごぞんじですよね。ぼくが用よう意いした食しょく材ざいを、ヨーク鉄てつ道どう会がい社しゃにおまかせして、プププトレインに運はこびこんでもらいました」

「そのとおりです」

　ヨークはうなずいた。

「冷れい凍とうや冷れい蔵ぞうが必ひつ要ようなものは、食しょく料りょう車しゃへ。調ちょう味み料りょうや、すぐに使つかう野や菜さいなどはキッチン車しゃへ……コックカワサキさんの指し示じどおりに、我わが社しゃの社しゃ員いんたちが運はこびこんだのです」

「……ふむ」

　メタナイトは、深しん刻こくな声こえで言いった。

「考かんがえられる可か能のう性せいは、いくつかある。まず、ヨークどのの鉄てつ道どう会がい社しゃの社しゃ員いんの中なかに不ふ心こころ得え者ものがいて、眠ねむりウリの木き箱ばこをこっそりまぎれこませた、という可か能のう性せい」

「そんなことは、ありえません！」

　ヨークは、すばやく叫さけんだ。

「我わが社しゃの社しゃ員いんは、みんなまじめで、働はたらき者ものです。わたしは、一人ひとりひとりの仕し事ごとぶりをよく知しっています。不ふ心こころ得え者ものなど、いるはずがありません」

「では、次つぎの可か能のう性せい。列れっ車しゃの乗じょう客きゃくの中なかに不ふ心こころ得え者ものがいて、こっそり持もちこんでおいた眠ねむりウリの木き箱ばこを、キッチン車しゃに置おいた……」

「それは、ないと思おもうなあ」

　コックカワサキが言いった。

「だって、乗じょう客きゃくって、プププランドの住じゅう民みんばっかりだよ。あとは、メタナイトさんと、その部ぶ下かさんたち」

「……そうだ」

「ぼくはプププランドの連れん中ちゅうのことは、よく知しってるよ。あいつらが、そんなことするはずないと思おもう」

「私わたしの部ぶ下かたちも、そのような行こう動どうをするはずがない。では、次つぎの可か能のう性せいだ。本ほん来らいの乗じょう客きゃく以い外がいの何なに者ものかが、この車しゃ内ないに入はいりこんだということも……」

「考かんがえられませんな」

　ヨークが否ひ定ていした。

「プププトレインの乗じょう客きゃくチェックは、きびしいのです。きっぷを持もっていない者ものは、ぜったいに改かい札さつを通とおれません。何なに者ものかがまぎれこむなんて、無む理りです」

「うーん……」

　コックカワサキが、考かんがえながら言いった。

「でも、改かい札さつの仕し事ごとをしてたのは、カービィだったよね。駅えき員いんさんの仕し事ごとにあこがれて、やらせてもらったみたい」

「そうでしたな」

「カービィがよそ見みをしている間あいだに、だれかがこっそり改かい札さつをすりぬけた……ってことは、あるかもしれないよ」

「……うむ……」

　メタナイトはうなずき、声こえを低ひくめた。

「今いまはまだ、わからないことが多おおすぎる。たいせつなのは、乗じょう客きゃくの間あいだに、パニックが広ひろがらないようにすることだ」

「そうですとも」

　ヨークが、すばやくうなずいた。

「お客きゃく様さまに、鉄てつ道どうの旅たびを楽たのしんでいただくことが、我わが社しゃの願ねがいです。パニックなど、あってはなりません」

「ヨークどの。もう一いち度ど確かく認にんするが、運うん転てん士しがいなくても、列れっ車しゃの運うん行こうはだいじょうぶなのだな？」

「ええ、もちろん」

　ヨークは、胸むねを張はった。

「我わが社しゃの自じ動どう運うん転てん装そう置ちは、銀ぎん河が一いちの技ぎ術じゅつをほこっております。この列れっ車しゃは、ぜったいに安あん全ぜんです」

「では、とにかくこのまま進すすむしかない。コックカワサキ、みんなの不ふ安あんをやわらげるような、おいしい朝ちょう食しょくを作つくってくれ」

「わかった」

　コックカワサキは、うなずいた。

「もうぜったいに、こんなことのないように、一ひとつ一ひとつの食しょく材ざいをしっかり確たしかめて作つくるよ。午ご後ごのおやつパーティも、予よ定ていどおりにやるよ」

「うむ、それがいい。あまい食たべものには、こころをおちつかせる効こう果かがあるからな」

　メタナイトとヨークは、キッチン車しゃを出でて行いった。
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　入いれ替かわりにやって来きたのは、カービィとバンダナワドルディ。

「コックカワサキ、ぼくら、お手て伝つだいをするよ」

「ありがとう、助たすかるよ。まずは、朝あさごはんのホットケーキを焼やこう。小こ麦むぎ粉ことお砂さ糖とうを……」

　言いいかけて、コックカワサキは首くびをかしげた。

「……あれ？　お砂さ糖とうがない……？　おかしいな。このあたりに置おいていたのに」

　コックカワサキは歩あるき回まわって探さがしたが、砂さ糖とうは見みつからない。

「ふしぎだな……昨日きのうは確たしかにあったんだよ。料りょう理りを作つくるのに使つかったからね」

　カービィが言いった。

「お料りょう理りもデザートもたくさん作つくりすぎて、使つかい切きっちゃったんじゃない？」

「まさか。まだまだ、大おおきな袋ふくろにたっぷり残のこってたよ」

「どこに置おいたの？」

「このキッチンのすみに、置おいといたはずなんだ。おかしいなあ……」

　三人にんは、キッチンじゅうを探さがし回まわった。けれど、砂さ糖とうの袋ふくろはどこにもなかった。

「困こまったぞ……」

　コックカワサキは、深しん刻こくな表ひょう情じょうで、考かんがえこんだ。

　バンダナワドルディが言いった。

「お砂さ糖とうがないと、あまいホットケーキが焼やけないね」

「それどころじゃないよ。今日きょうの午ご後ご、予よ定ていしてたおやつパーティが、開ひらけない」

「……ええええー!?」

　カービィは、飛とび上あがった。

　コックカワサキは、続つづけた。

「おやつパーティだけじゃなく、今こん後ご、いっさい、デザートが作つくれないってことだ。あまい料りょう理りも、作つくれない。たまご焼やきも、肉にくじゃがも、てりやきチキンも、全ぜん部ぶお砂さ糖とうぬき……」

「た、た、た、たいへんだ──！」

　カービィは絶ぜっ叫きょうした。
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　食しょく堂どう車しゃに集あつまっていた乗じょう客きゃくたちは、カービィの声こえにびっくり。バーニンレオが、まっさきにキッチン車しゃをのぞきこんだ。

「なんだ、今いまの声こえ。また、なにかあったのか？」

「お砂さ糖とうが……お砂さ糖とうが……！」

　カービィは、ショックのあまりワナワナしていて、うまく説せつ明めいできない。

　かわりに、コックカワサキが、食しょく堂どう車しゃの乗じょう客きゃくたちの前まえに進すすみ出でた。

「お砂さ糖とうが、なくなっちゃったんだ」

「……え？」

「昨日きのうの晩ばんは、確たしかにあったのに。いま見みたら、袋ふくろごと、なくなってるんだ」

　乗じょう客きゃくたちは、ポカーンとして、コックカワサキを見みつめた。

「袋ふくろごと？　そんなはず、ないじゃないか」

「ちゃんと探さがしたの？　キッチン車しゃのすみに、転ころがってるんじゃないの？」

「すみずみまで、探さがしたよ。でも、ないんだ。このままじゃ、ケーキも、パフェも、おしるこも作つくれない」

「……ええ!?」

　乗じょう客きゃくたちは、大おお声ごえで叫さけんだ。

「じゃ、おやつパーティができないってこと!?」

「そんな……！　すごく楽たのしみだったのに！」

「いったい、どういうこと？　お砂さ糖とうは、どこへ消きえたの……!?」

「まさか……」

　ナックルジョーが、カービィを見みた。

「カービィ、おなかがすいて、吸すいこんじゃったんじゃないッスか!?」

　カービィは、飛とび上あがって抗こう議ぎした。

「えー!?　まさか！　ぼく、そんなことしないよ！　お砂さ糖とうだけ食たべるより、コックカワサキにデザートを作つくってもらうほうが、ずっとずっとおいしいもん！」

　バーニンレオが言いった。

「そりゃ、そうだよな……料りょう理りやデザートが消きえたなら、カービィかデデデ大だい王おうがあやしいけど、砂さ糖とうだけ消きえるなんて、おかしいよな……」

　チリーが、声こえをひそめて言いった。

「ねえ、ひょっとして……運うん転てん士しさんたちが眠ねむってしまった事じ件けんと、関かん係けいがあるんじゃない？」

「なんだって？」

　みんなの注ちゅう目もくを集あつめて、チリーは続つづけた。

「犯はん人にんは、お砂さ糖とうを盗ぬすむところを、運うん転てん士しさんや車しゃ掌しょうさんやメイドさんに見みられたんだ。それで、口くち封ふうじのために、三人にんを眠ねむらせた……！」

「それは、おかしいだろ」

　バーニンレオが言いった。

「運うん転てん士しさんは、ずっと運うん転てん席せきにいたんだから」

「だけど、車しゃ掌しょうさんとメイドさんは自じ由ゆうに動うごけるよ。たまたま、事じ件けんを目もく撃げきしてしまったのかもしれない。そして、犯はん人にんによって、眠ねむらされたんだ！」

「じゃ、犯はん人にんは、サンドイッチを作つくったコックカワサキってことになるじゃないか」

　これを聞きくと、コックカワサキは首くびをぶんぶん振ふった。

「ちょっと待まってよ！　ぼくが、そんなことするはずないだろ！」

「わかってるよ。おちつけって……」

「コックカワサキじゃないとしたら、犯はん人にんはだれ……？」

　みんなが、いろいろな推すい理りを口くちにして、ワイワイガヤガヤ大おおさわぎ。

　さわぎをしずめたのは、ヨークだった。

「みなさん、どうか、お静しずかに。犯はん人にん探さがしなど、やめませんか。こんな話はなしをしていたら、みんなが疑うたがい合あって、ギスギスした空くう気きになってしまいます。せっかくの鉄てつ道どう旅りょ行こうが、だいなしです」

　バンダナワドルディは、ハッとした。

「ヨークさん……？　なぜ、そんなことを……」

　しかし、バンダナワドルディの小ちいさなつぶやきは、ヨークによってさえぎられた。

「それより、朝ちょう食しょくをいただこうではありませんか。コックカワサキさん、砂さ糖とうなしで、朝ちょう食しょくを作つくれますか？」

「もちろん」

　コックカワサキは、うなずいた。

「砂さ糖とうを使つかわないメニューは、たくさんあるからね。おみそしるとか、お魚さかなの塩しお焼やきとか、ハムエッグとか、ゆで卵たまごとか」

　カービィが、たずねた。

「デザートは、どうするの？」

「メロンやヨーグルトがあるから、だいじょうぶ。飲のみものは……りんごをしぼったジュースにしよう」

　コックカワサキは、笑え顔がおになった。

　でも、やっぱり、少すこし、元げん気きがない。

　チリーがたずねた。

「午ご後ごのおやつパーティは、どうするの？」

「……お砂さ糖とうが見みつからなければ、むずかしいけど……」

　みんなのがっかりした顔かおを見みて、コックカワサキは続つづけた。

「でも、なんとかするよ。フルーツや、チョコレートを使つかったデザートを考かんがえてみる。用よう意いしてたレシピのデザートは作つくれないけど、みんなによろこんでもらえるように、がんばるよ！」

　コックカワサキはそう言いって、キッチン車しゃに戻もどっていった。




「お手て伝つだいをしに行いこう！」

　カービィは、バンダナワドルディとともに、キッチン車しゃに向むかおうとした。

「……ちょっと待まって、カービィ」

　バンダナワドルディは小こ声ごえで言いって、カービィをものかげに連つれていった。

「なに？　どうしたの、ワドルディ」

「ぼく、気きになったことがあるんだ」

　バンダナワドルディは、だれにも聞きかれていないことを確たしかめて、続つづけた。

「ヨークさんの態たい度どが、引ひっかかるんだけど……」

「え？　どうして？」

「なんだか、ソワソワしているように思おもえるんだよ。それに、みんなが推すい理りしているときに、『犯はん人にん探さがしはやめよう』なんて言いい出だしたよね」

「うん……？」

「ヨークさんは、お砂さ糖とうが消きえた事じ件けんについて……それに、運うん転てん士しさんたちが眠ねむらされてしまった事じ件けんについても、なにか知しってるんじゃないかな？」

「……え!?」

　バンダナワドルディは、ますます声こえを小ちいさくして言いった。

「ぼくは、彼かれが犯はん人にんかもしれないと思おもうんだ」

「そんな……」

　カービィは、目めをまるくした。

「どうして、ヨークさんが、そんなことをするの？　ヨークさんは、鉄てつ道どう会がい社しゃの社しゃ長ちょうなのに」

「それはわからないけど、ヨークさんは、最さい初しょから、ちょっとあやしかったよ。気き前まえが良よすぎたし、目めつきがするどかった気きがする。プププトレインを作つくったのは、ぼくらを乗のせるためだけじゃなくて、ひみつの理り由ゆうがあるんじゃないかと思おもうんだ」

　カービィは、なにも言いえなかった。

　バンダナワドルディは言いった。

「証しょう拠こはないから、みんなには言いえないんだけど。ぼくは、ヨークさんに気きをつけようと思おもうんだ」

　バンダナワドルディの表ひょう情じょうは、いつになく、真しん剣けんだった。
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　そのあと、カービィとバンダナワドルディはコックカワサキを手て伝つだって、朝あさごはんのしたくをととのえた。

　ハムエッグやサラダやスープなど、どれもおいしい料りょう理りばかりだけれど、やっぱり、あまい味あじがぜんぜんないのはもの足たりない。

　みんな、これまでの楽たのしい旅たびがウソのように、静しずかになってしまった。

　いつもはおちつきのないウィリーやカプセルＪジェイ２ツーまで、おとなしい。

　カービィは、メタナイトたちのテーブルにおさらを運はこんでいった。

　メタナイトたちの顔かおを見み回まわして、カービィは言いった。

「あれ？　バル艦かん長ちょうがいないね。どうしたの？」

　アックスナイトが答こたえた。

「朝あさごはん、食たべたくないんだってさ。このところ、なんだか元げん気きがないんだ」

「そういえば、そうだったね」

　カービィは、バル艦かん長ちょうの様よう子すがいつもとちがったことを思おもい出だした。

「どうしたのかなあ？　おなかのちょうしが悪わるいのかな？」

「まあ、もともと頑がん丈じょうにできてるから、だいじょうぶだと思おもうけどね」

「だったら、いいけど……」

　キッチン車しゃに戻もどったカービィは、おさらを洗あらっているバンダナワドルディに、話はなしかけた。

「ねえ、ワドルディ。バル艦かん長ちょう、元げん気きがないみたいだよ。朝ちょう食しょくも食たべにこなかったんだ」

　バンダナワドルディは振ふり返かえった。

「え、ほんと？　どうしたんだろう」

「ぼく、おみまいに行いこうと思おもうんだ」

「そうだね。ぼくも、行いくよ」

　コックカワサキが言いった。

「なら、具ぐ合あいが悪わるくても食たべられそうなものを作つくるから、持もっていってあげて。やわらかい、おかゆがいいかな」

「うん！　ありがとう、コックカワサキ」

　カービィとバンダナワドルディは、コックカワサキが作つくったおかゆをお盆ぼんにのせて、メタナイト部べ屋やに向むかった。




　バンダナワドルディがドアをノックすると、中なかから暗くらい声こえで返へん事じがあった。

「……だれだ？」

「カービィとワドルディです」

「なんの用ようだ？」

　カービィが言いった。

「おみまいに来きたんだよ。バル艦かん長ちょう、病びょう気きなの？」

　すると、ゆっくりドアが開ひらいた。

　バル艦かん長ちょうは、うつろな表ひょう情じょうをしていた。げっそりして、元げん気きがない。

「……ワシは、病びょう気きではないぞ。みまいなど、いらん」

「おかゆを持もってきたんだよ」

「食しょく欲よくがなくても、なにか食たべたほうがいいです」
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　カービィとバンダナワドルディが口くち々ぐちに言いうと、バル艦かん長ちょうはおかゆを受うけ取とり、しかめ面つらで言いった。

「……うむ。礼れいを言いうぞ」

　バル艦かん長ちょうはそのままドアを閉しめようとしたが、カービィが言いった。

「午ご後ごには、おやつパーティがあるよ。気き分ぶんがよくなったら、バル艦かん長ちょうもおいでよ」

「……いや、ワシは、おやつなど……」

「お砂さ糖とうがないから、あまいケーキは出でないけどね」

　カービィが言いうと、バル艦かん長ちょうはビクッとした。

「砂さ糖とう……」

「うん。だれかが、キッチン車しゃにおいてあったお砂さ糖とうを、持もっていっちゃったんだ。だから、ケーキが作つくれないんだって。コックカワサキは、新あたらしいレシピをたくさん考かんがえてたのに！　みんな、とっても、がっかりしてるんだ」

　バンダナワドルディが言いった。

「でも、コックカワサキは、なんとかするって言いってます。フルーツやチョコレートを使つかって、おいしいおやつを作つくってくれるんです」

「だから、バル艦かん長ちょうもおいでよ。おやつを食たべたら、きっと元げん気きが出でるよ」

　バル艦かん長ちょうは、無む言ごんだった。

「じゃあね！」

「どうぞ、おだいじに」

　カービィとバンダナワドルディは、手てを振ふって去さっていった。

　バル艦かん長ちょうは、うなだれて、小ちいさな声こえでつぶやいた。

「ワシは……ワシは……なんということを……！」




　カービィとバンダナワドルディが食しょく堂どう車しゃに戻もどったとき、乗じょう客きゃくのほとんどは、食しょく事じを終おえようとしていた。

　でも、おさらがからになっても、みんな、なかなか席せきを立たとうとしない。

　眠ねむってしまった運うん転てん士したちや、消きえた砂さ糖とうなど、不ふ安あんなことが多おおすぎて、部へ屋やに戻もどる気きになれなかったのだ。

「デザートのメロン、おいしかったね」

「うん……でも、やっぱり……」

「ケーキが食たべたかったなあ」

　おしゃべりも、あまり、はずまない。

　メタナイトが立たち上あがった。

「私わたしは、そろそろ部へ屋やに戻もどる」

「では、オレたちも……」

　部ぶ下かたちも立たち上あがろうとした──そのとき。

　食しょく堂どう車しゃのドアが開ひらいた。

　あらわれたのは、バル艦かん長ちょうだった。

　メタナイツたちは、声こえを上あげた。

「あ、バル艦かん長ちょう」

「気き分ぶんがよくなったんですか？」

「なら、朝あさごはんを……」

「……いや」

　バル艦かん長ちょうは、力ちからのない声こえで言いった。

「ワシは、みんなに、あやまりに来きたのだ」

「……え？」

「みんな、すまない！」

　バル艦かん長ちょうは大おお声ごえで言いい、深ふかく頭あたまを下さげた。

「砂さ糖とうをかくしたのは、ワシなのだ。すまない……本ほん当とうに、もうしわけない！」

「……ええええ!?」

　乗じょう客きゃくたちは、ひっくり返かえりそうなほど、おどろいた。

　とりわけ、衝しょう撃げきを受うけているのは、メタナイツたちだった。

「バル艦かん長ちょうが!?　そんな！」

「まさか……ウソでしょう！」

「本ほん当とうなのだ……」

　バル艦かん長ちょうは涙なみだを浮うかべ、メタナイトに向むかって言いった。

「ワシは、戦せん艦かんハルバードの艦かん長ちょうとして、はずかしいことをしてしまいました。クビになっても仕し方かたがありません……もうしわけありません、メタナイト様さま！」

　メタナイトは、バル艦かん長ちょうをじっと見みつめて、言いった。

「なにか理り由ゆうがあるのだろう。すべて、正しょう直じきに話はなしたまえ、バル艦かん長ちょう」

「はい……」

　バル艦かん長ちょうは、しおれた様よう子すで話はなし始はじめた。

「ことの起おこりは、その……」

　バル艦かん長ちょうは、顔かおを上あげた。

「ダイエットなのだ」

「……ダイエット？」

「うむ。みんなには信しんじられないだろうが……ワシは……その……最さい近きん、いささか、太ふとりすぎてしまったのだ！」

　これを聞きくと、メタナイツたちは口くち々ぐちに言いった。

「うん、そう思おもってた」

「オレも」

「最さい近きん、服ふくがきつそうだなーって」

「……くくっ！」

　バル艦かん長ちょうは、こぶしで、涙なみだをぬぐった。

「なんと、みんなに見みぬかれていたとは！　そう、服ふくなのだ。プププトレインに乗じょう車しゃする、少すこし前まえのことだ。ちょっと動うごいたはずみで、ズボンがビリッと破やぶけてしまったのだ。ワシは、はげしいショックを受うけた……！」

　バル艦かん長ちょうは、頭あたまをかかえた。

「よりにもよって、戦せん艦かんハルバードの艦かん長ちょうとして、メタナイト様さまからたまわった大だい事じな制せい服ふくを、破やぶいてしまうなんて！　ズボンをつくろいながら、ワシは、かたい決けつ意いをしたのだ。ぜったい、やせなくてはならぬ！　もう二に度どと、制せい服ふくを破やぶいてはならぬ……と！」

　ジャベリンナイトが言いった。

「それで、食しょく事じをあまり食たべなかったんですか」

　トライデントナイトも言いった。

「おかしいと思おもったんだよな。バル艦かん長ちょうが、デザートにまったく手てをつけないなんて」

「耐たえたのだ！」

　バル艦かん長ちょうは、声こえをふるわせた。

「ワシは、強つよい精せい神しん力りょくで、食たべたい気き持もちをおさえつけたのだ！　なのに、おまえらと来きたら！　なにがプリンだ！　なにがアイスクリームのブルーベリーソースがけだ！　ワシが、どれほどつらかったか……！」

　バル艦かん長ちょうは、こぶしをにぎりしめた。

「しかも、コックカワサキめ、おやつパーティなどという恐おそろしい提てい案あんをしおった！　ワシを、どれほど苦くるしめる気きなのか……！」

　はげしい口く調ちょうで言いわれて、コックカワサキは、のけぞった。

「えー!?　そんなわけ、ないだろ！」

「……わかっている。今いまなら、冷れい静せいに考かんがえられる」

　バル艦かん長ちょうは、ふたたび、うなだれた。

「だが、ワシは、おなかがすきすぎていて、まともな判はん断だんができなかった。ぜったいに、おやつパーティなど、開ひらかせてはならぬ……！　その一いち念ねんで……昨さく夜や、みんなが寝ね静しずまった夜よふけに、キッチン車しゃに忍しのびこみ、置おいてあった砂さ糖とうの袋ふくろを持もち出だしたのだ……」

　アックスナイトが、たずねた。

「その砂さ糖とうは、どこにかくしたんですか？　ぼくらの部へ屋やではないですよね？」

「当あたり前まえだ。部へ屋やにかくしたら、おまえたちに見みつかってしまうおそれがある。だから、貨か物もつ車しゃにかくすことにした」

　貨か物もつ車しゃは、プププトレインのいちばん後うしろの車しゃ両りょうだ。

　乗じょう客きゃくの個こ室しつに入はいりきらない荷に物もつなどが積つまれている。

　デデデ大だい王おうのパラソルとか、ボートとか。

　旅たびの間あいだは、用ようがないので、だれも近ちかづかない車しゃ両りょうだった。

「貨か物もつ車しゃには、木き箱ばこがぎっしり詰つめこまれており、砂さ糖とうをかくす余よ裕ゆうはなかった。そこで、ワシは木き箱ばこを一つぬき取とって、そこに砂さ糖とうの袋ふくろをおしこんだ……」

「待まちたまえ、バル艦かん長ちょう」

　メタナイトが、話はなしをさえぎった。

「ぬき取とった木き箱ばこは、どうしたのだ？」

「え？　えーと……確たしか、てきとうにキッチン車しゃに置おいておきました」

「……それだ」

　メタナイトは、頭ず痛つうを感かんじたように、仮か面めんに手てを当あてて言いった。

「は？　なんですと？」

「君きみが置おいた木き箱ばこに、眠ねむりウリが入はいっていたのだ」

「……え？　はあ？」

　バル艦かん長ちょうは、よく理り解かいできないような顔かおで、考かんがえこんだ。

「君きみがキッチン車しゃに置おいた眠ねむりウリを、コックカワサキがキュウリとまちがえてサンドイッチを作つくり、それを食たべた運うん転てん士したちが眠ねむりこんでしまったのだ」

　ようやく事じ実じつが飲のみこめると、バル艦かん長ちょうは、すっとんきょうな声こえを上あげて飛とび上あがった。

「えええええええ──!?　つ、つまり、運うん転てん士したちが眠ねむってしまったのは……ワシのせいだったのですかぁぁぁぁ──!?」

「そういうことだ」

「も、も、もうしわけない──！」

　バル艦かん長ちょうは、よろめいた。

「砂さ糖とうだけでなく、運うん転てん士したちが眠ねむってしまったのも、ワシのせいだったなんて……！　だぁぁぁ──！　いったい、どのようにおわびをすればいいのか……！」

「その前まえに、聞きいておきたいことがある」

「……なんでしょうか……」

　バル艦かん長ちょうは、すっかりしょげ返かえってしまい、背せ中なかを丸まるめて聞きき返かえした。

「貨か物もつ車しゃには、ぎっしりと木き箱ばこが詰つめこまれていたと言いったな？」

「はぁ……」

「ヨークどの。その木き箱ばこについて、説せつ明めいしてもらいたい」

　メタナイトは、すみの席せきに座すわっているヨークを見みた。

　ヨークは、覚かく悟ごを決きめたように、顔かおを上あげた。

「ぎっしりと詰つめこまれた木き箱ばこ……もしや、その中なか身みは、すべて眠ねむりウリなのか？」

「…………」

「だとしたら、列れっ車しゃの責せき任にん者しゃであるあなたが知しらなかったはずはない。眠ねむりウリは、あなたの指し示じで……」

「待まった！」

　大おお声ごえがした。

　いつのまにやら、食しょく堂どう車しゃのドアを開あけて立たっていたのは、デデデ大だい王おう。

　デデデ大だい王おうは、カベに片かた手てをつき、かっこをつけて言いった。

「話はなしは、聞きかせてもらったぞ」

[image: ]

　カービィが言いった。

「あ。立たち聞ぎきしてたね！」

　ナックルジョーが言いった。

「運うん転てんはどうしたんッスか？　運うん転てん室しつにだれもいないと、あぶないんじゃないッスか？」

「ワドルディどもにまかせてきたわい。自じ動どう運うん転てん装そう置ちがあるから、しばらくの間あいだは、あいつらでも平へい気きだろう。コックカワサキ、朝あさメシを持もってこい。ごはんは、どんぶり大おお盛もり三杯ばい。ぶあついステーキと、山やま盛もりポテトサラダもわすれるな！」

「はいはい、ただいま」

　コックカワサキは、急いそいでキッチン車しゃに戻もどっていった。

　デデデ大だい王おうは、ゆっくり食しょく堂どう車しゃの真まん中なかに進すすみ出でて、ヨークをにらみつけた。

「きさまの悪あく事じは、オレ様さまが見みぬいた！　もう、逃にげられんぞ、ヨーク！」

　ヨークは、しらばっくれた様よう子すで、そっぽを向むいている。

「眠ねむりウリは、プププランドの南みなみの草そう原げんでしかとれない、めずらしい野や菜さいだそうだな。これまでは、食たべてはいけないものとして、だれも見み向むきもしなかった。だが、きさまは、そこに目めをつけた！」

「…………」

「食たべた者ものを、確かく実じつに、何なん日にちも眠ねむらせてしまう野や菜さい！　これは、悪あく用ようされれば、たいへんなことになる」

「悪あく用よう……ですと？」

「そうだ。たとえば……デデデ城じょうのキッチンで、ワドルディたちを眠ねむらせてしまえば、つまみ食ぐいし放ほう題だいだ！」

　メイスナイトが突つっこんだ。

「しょーもない使つかいみちだス」

　アックスナイトが言いった。

「しかし、確たしかに、悪あく用ようされればたいへんなことになるな……」

　デデデ大だい王おうは、続つづけた。

「とにかく、きさまは、眠ねむりウリを密みつ輸ゆし、大おおもうけしようとたくらんだのだ！」

「密みつ輸ゆ……？」

「うむ。ひそかに眠ねむりウリを運はこび出だし、悪あく党とうどもに売うりつける！　そうすれば、きさまに、ばく大だいな富とみが転ころがりこむというわけだ！」

「やっぱり……！」

　ふるえる声こえを上あげたのは、バンダナワドルディだった。

　バンダナワドルディは、デデデ大だい王おうのとなりに立たって、ヨークをにらんだ。

「最さい初しょから、そういう計けい画かくだったんですね。プププトレインは、ぼくたちを楽たのしませるためじゃなく、眠ねむりウリを運はこび出だすために作つくったんですね……！」

　ヨークは、するどい目めつきでみんなを見み回まわして、言いった。

「ああ、そうだ。確たしかに、私わたしは眠ねむりウリを運はこぼうとした。しかし、それは……」

　そのときだった。

　食しょく堂どう車しゃのドアが開ひらいて、ワドルディたちが飛とびこんできた。

「たいへんです、大だい王おう様さま──！」

「ああ？　なんだ、オレ様さまは今いま、忙いそがしいんだ！」

「た、た、たいへんなんです！」

　ワドルディたちは、今いまにも泣なき出だしそうだった。

「運うん転てん席せきの赤あかいランプが、ピカピカしてるんです！」

「……赤あかいランプ？　非ひ常じょう事じ態たいを知しらせるランプじゃないか」

「それです！　そして、『流ながれ星ぼしが接せっ近きんしています。注ちゅう意いしてください』って声こえが、くり返かえし流ながれてるんです！」

「このままだと、列れっ車しゃに流ながれ星ぼしがぶつかってしまいます！」
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「……なに──!?」

　デデデ大だい王おうは、ひっくり返かえりそうになった。

「こうしてはおれんわい！　ヨーク、きさまの悪あく事じは、あとでゆっくり、問といつめてやるからな！　覚かく悟ごしておけ！」

　デデデ大だい王おうは、ドタドタと食しょく堂どう車しゃを走はしり出でていった。

　ぼうぜんとしていた乗じょう客きゃくたちは、悲ひ鳴めいを上あげた。

「な、な、流ながれ星ぼしだって!?」

「衝しょう突とつしたら、どうなるんだ!?」

「どうもこうも、ないよ！　プププトレイン大だい爆ばく発はつだよ！」

　大だい混こん乱らんの中なか、メタナイトが、ヨークにせまった。

「流ながれ星ぼしだと！　自じ動どう運うん転てん装そう置ちで回かい避ひすることは……!?」

「で……できません……！」

　ヨークは、ぼうぜんとして、よろめいた。

「衝しょう突とつをさけるためには、列れっ車しゃの軌き道どうを変かえなくてはなりません。それには、高こう度どな計けい算さんと技ぎ術じゅつが必ひつ要ようなのです。ベテランの運うん転てん士しでなければ、できません！」

　乗じょう客きゃくたちの悲ひ鳴めいが、ますます大おおきくなる。

「デデデ大だい王おうじゃ、どうしようもないよ！」

「わあああん！　プププランドに帰かえりたいよー！」

　メタナイトが言いった。

「ベテラン運うん転てん士しなら、衝しょう突とつをさけられるのだな？　ならば、彼かれを目めざめさせるしかない！」

「無む理りです……無む理りです……！」

　ヨークは、ガタガタふるえながら、同おなじ言こと葉ばをくり返かえした。

「眠ねむりウリの睡すい眠みん効こう果かは、とても強きょう力りょくなのです。時ときがくれば、自し然ぜんに目めざめますが、それまではぜったいに起おこすことはできません！」

　ボンカースが、ヨークにつかみかかった。

「てめえのせいだろうが！　てめえが、眠ねむりウリを密みつ輸ゆしようとしたから……！」

「まさか、こんなことになるなんて……！」

　ヨークは、涙なみだぐんだ。

　ヨークを責せめる声こえや、悲ひ鳴めいがいりまじり、食しょく堂どう車しゃは大だい混こん乱らん。

　そんな中なか──。

「みんな、しずかにして！」

　大おおきな声こえがひびきわたった。

　カービィだ。めずらしく、キリッとした顔かおをしている。

　みんな、息いきをのんで、カービィを見みた。

「運うん転てん士しさんを、起おこせばいいんだね。そうすれば、助たすかるんだね」

「うむ……」

　メタナイトが、うなずいた。

「なにか方ほう法ほうがあるのか、カービィ？」

「……うまくいくかどうか、わからないけど」

　カービィは、ギュッと片かた手てをにぎった。

「今け朝さのことを思おもい出だしたんだ。ボンカースは、ぐっすり寝ねてたのに、ぼくがちょっと鼻はな歌うたを歌うたっただけで、飛とび起おきた！」

「……なに？」

　みんなの注ちゅう目もくが、ボンカースに集あつまった。

　ボンカースは、顔かおをしかめて言いった。

「当あったり前まえだろうが。カービィの歌うたは、とんでもねえんだぞ。あんなもの聞きかされたら、寝ねてられるはずが……ねえ……」

　ボンカースは、ハッとした。

　カービィは、うなずいた。

「ぼく……こころをこめて歌うたうよ！　運うん転てん士しさんたちのそばで！」

「なにを言いってるんですか」

　ヨークが、あきれたように、頭あたまを振ふった。

「歌うたぐらいで、目めざめるはずがないでしょう！　どれほど大おお声ごえを出だしても、ゆさぶっても、目めざめることはないのです。それが、眠ねむりウリの効こう果かというもので……」

「いや！　良いい考かんがえだ」

　メタナイトが言いった。

　乗じょう客きゃくたちは、引ひきつった顔かおで、うなずいている。

　こころやさしいワドルドゥなどは、涙なみだぐんで言いった。

「ううう……ううう……運うん転てん士しさんたちが、かわいそうであります……」

　メタナイトが言いった。

「たのんだぞ、カービィ」

「わかった。ウォーキー、力ちからをかして！」

　カービィは、ウォーキーに向むき直なおって、大おおきく息いきを吸すいこんだ。

　ウォーキーは、あわてふためいた。

「え？　オレを吸すいこむのか？　やめろって、カービィの歌うたは、そのままで破は壊かい力りょくばつぐんなんだから……うぁぁぁぁ！」

　ウォーキーは宙ちゅうを飛とび、たちまち、カービィの口くちの中なかへ。

　とたんに、カービィの姿すがたが変へん化かした。

　頭あたまにヘッドホンをつけ、手てにはマイクをにぎっている。
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　ヨークが、おどろきの声こえを上あげた。

「え!?　カービィさんが変へん身しんした……!?」

　メタナイトが説せつ明めいした。

「カービィは、吸すいこんだ相あい手ての能のう力りょくを自じ分ぶんのものにできるのだ。今いま、ウォーキーを吸すいこみ、マイクのコピー能のう力りょくを得えた……待まて、カービィ！」

　メタナイトは、今いまにも歌うたい出だしそうなカービィを、あわてて止とめた。

　カービィは言いった。

「練れん習しゅうしておこうと思おもって。みんな、聞きいて……」

「やめろ。練れん習しゅうはいらない。運うん転てん士したちのもとへ急いそげ。そして、なるべく小ちいさな声こえで歌うたってくれ」

「……え？　小ちいさな声こえじゃ、運うん転てん士しさんたちを起おこせないよ」

「そんなことはない！」

　メタナイトは、力ちから強づよくカービィを説せっ得とくした。

「君きみの歌うた声ごえはすばらしい。ほんの小ちいさな声こえで、運うん転てん士したちはたちまち目めざめるだろう」

「そうかなあ？　えへへ！」

　カービィは、照てれくさそうに笑わらった。

「とにかく急いそげ、カービィ」

「わかった！　必かならず、運うん転てん士しさんたちを起おこすからね！」

　カービィは、食しょく堂どう車しゃを走はしり出でていった。

　メタナイトは叫さけんだ。

「みんな、耳みみをふさいで、床ゆかに伏ふせろ。カービィの歌うた声ごえは、車しゃ両りょうをへだてていても、容よう赦しゃなく襲おそってくるぞ。自じ分ぶんの身みを守まもれ！」

　乗じょう客きゃくたちは、言いわれたとおり、耳みみをふさいでつっぷした。

　ヨークだけは、突つっ立たったまま、ポカンとしている。

「どうしたのですか、みなさん。なにをしてるんです？」

　バル艦かん長ちょうが、耳みみをふさいだまま言いった。

「あんたも、同おなじようにしたほうがいい。たいへんなことになるぞ」

「たいへん？　いったい、どういう意い味みです？」

　ヨークは、ふしぎそうに、首くびをかしげるだけだった。




　カービィは、運うん転てん士したちが寝ねかされている部へ屋やに駆かけこんだ。

　三人にんはならんで眠ねむっている。いずれも顔かお色いろは良よく、おだやかな呼こ吸きゅうをしている。

「待まっててね。いま、楽たのしい歌うたを聞きかせてあげるから」

　カービィは息いきをととのえ、マイクをにぎった。

「あー、あー。朝あさですぅ……朝あさですぅ……うつくしい朝あさぁぁ……」

　メタナイトに言いわれたとおり、まずは小ちいさな声こえで歌うたいだす。

　寝ねていた三人にんのからだが、ピクッと動うごいた。

　安やすらかだった寝ね顔がおが、ちょっとだけ、引ひきつった。

「あ、ちょっと動うごいた！　感かん動どうしてるんだ！」

　カービィは、ますます張はり切きった。

　マイクのコピー能のう力りょく第だい一弾だん、「メガホン」発はつ動どう！

「今日きょうのぉぉ～朝あさごはんはぁぁ～なにかなぁ～？　パンケーキィィ、それとも、サンドイッチィィ～？」

「うぐぅぅ……！」

　三人にんは、苦くるしそうなうめき声ごえを上あげた。

　眠ねむりウリの強きょう力りょくな効こう果かが、カービィの歌うた声ごえによって、打うち破やぶられようとしている！

　カービィは、だんだん楽たのしくなってきた。

　マイクのコピー能のう力りょく第だい二弾だん、「デスクマイク」発はつ動どう！

「牛ぎゅう乳にゅうのんでぇ～、ジュースものんでぇ～、デザートはヨーグルトとバナナだよ～！」

「うぅ……うぅぅぅ……！」

　三人にんは冷ひや汗あせを流ながし、何なん度ども寝ね返がえりを打うった。

　そして、いよいよ、マイクのコピー能のう力りょく第だい三弾だん、「スタンドマイク」！

　カービィは目めをつぶり、全ぜん身しんをふるわせて、歌うた声ごえをひびかせた。

「どあああああああああ～、おいしかったよ、朝あさごはん、朝あさごはん～！　早はやくこいこい、昼ひるごはん～、昼ひるごはん～！」

「ぐうわぁぁぁぁぁ！」

　三人にんは、悲ひ鳴めいを上あげて飛とび起おきた。

　想そう像ぞうを絶ぜっする歌うた声ごえによって、ついに、眠ねむりウリの効こう果かが砕くだけ散ちったのだ。

「や、やめろ、やめろ……！」

「頭あたまが、頭あたまがガンガンする！　耳みみがグォングォンする！」

「とっても楽たのしい夢ゆめをみていたのに……夢ゆめの世せ界かいが、こなごなになったわ！」

　三人にんとも、両りょう手てで耳みみをふさいで、のたうち回まわっている。

「あ、みんな、目めがさめたんだね！　やっぱり、歌うたの力ちからってすごいなあ！」

　カービィはうれしくなって、くるんと宙ちゅう返がえりをした。

　はずみで、コピー能のう力りょくがはずれ、ウォーキーが転ころがり出でてきた。

　ウォーキーは言いった。

「うまくいったのか、カービィ!?」

「うん！　三人にんとも目めをさまして、感かん動どうしてるよ！　ありがとう、ウォーキー」

「それじゃ、急いそごうぜ」

「うん！」

　カービィは、運うん転てん士しをゆさぶった。

「運うん転てん士しさん、運うん転てん士しさん、たいへんなんだ。早はやく来きて！」

　しかし、運うん転てん士しはぎゅうっと目めを閉とじ、カービィの手てを払はらいのけた。

「さ、さわるな。うう……せっかく、すてきな夢ゆめをみてたのに……もっと、寝ねかせておいてくれ！」

「ダメなんだよ。プププトレインが大だいピンチなんだ」

「プププトレイン？　知しるか、そんなもの……オレは寝ねていたい……」

　ブツブツ言いっていた運うん転てん士しだが、とつぜん、パッと目めを開ひらいた。

「プププトレイン！　いっけない、オレ、運うん転てん中ちゅうだった！　つい、ウトウトしちゃったみたいだ……あぶない、あぶない！」

　それを聞きいて、車しゃ掌しょうとメイドも目めを開ひらいた。

「うわあ、ぼくも仕し事ごと中ちゅうだったよ！　うっかり、居い眠ねむりをしちゃった！」

「わたしも！　何なん分ぷん間かんぐらい眠ねむっちゃったのかしら。早はやく、みなさんの客きゃく室しつのおそうじをしなくちゃ」

　どうやら、三人にんとも、自じ分ぶんたちが眠ねむり続つづけていたことが、わかっていないようだ。

　カービィが叫さけんだ。

「とにかく、早はやく来きて！　流ながれ星ぼしが近ちかづいてる！　ぶつかりそうなんだよ！」

「……ええええ!?」

　三人にんの顔かおから、血ちの気けが引ひいた。

「運うん転てん士しさんでなきゃ、よけられないんだ。早はやく、早はやく！」

「なんてこった……！」

　運うん転てん士しは青あおざめて飛とび起おき、運うん転てん室しつへと駆かけ出だした。




　カービィとウォーキーは、食しょく堂どう車しゃに戻もどった。

　乗じょう客きゃくたちは、みんな、ぐったりしていた。

　いちばん症しょう状じょうがひどいのは、ヨークだった。白しろ目めをむいて、気き絶ぜつしている。

「ヨークさん？　どうしたの？」

　カービィは、びっくりして、ソファに寝ねかされたヨークに駆かけよった。

「まさか、ヨークさんも眠ねむりウリを食たべちゃった……とか!?」

「……いや……」

　メタナイトが、小ちいさな声こえで答こたえた。

「彼かれは、私わたしの忠ちゅう告こくを聞きかず、耳みみをふさがなかったのだ。そのために、深しん刻こくなダメージを受うけてしまった……」

「え？　どういうこと？」

「……なんでもない。運うん転てん士したちは、目めざめたか？」

「うん！　ぼくの歌うた声ごえで、すっきり目めがさめたって！」

　弱よわりきっていた乗じょう客きゃくたちは、ホッと息いきをついて、拍はく手しゅをした。

「やったあ！　よくやったぞ、カービィ！」

「さすがだ！　あの歌うた声ごえに、耐たえたオレたちも、さすがだ！」

「しっ！　それは言いうな！」

　拍はく手しゅが、ますます高たかまった。その音おとで、ヨークは目めをさました。

「う……うぅ……なんだか、恐おそろしい経けい験けんをした気きが……」

　うめきながら起おき上あがったヨークに、カービィは元げん気きよく報ほう告こくした。

「あ、ヨークさん！　気きがついたんだね！　運うん転てん士しさんたち、起おきたよ！」

「……え？　本ほん当とうですか？」

「うん！　ぼくの歌うたに感かん動どうして、目めがさめたんだ！　すぐに運うん転てん室しつに向むかってくれたよ！」

「歌うた？　カービィさんの歌うた……？　うううう、なぜか……頭あたまがズキズキする……」

　ヨークはなにか思おもい出だしたように頭あたまをかかえながら、言いった。

「運うん転てん士しが、持もち場ばについてくれたのですね？」

「うん！　車しゃ掌しょうさんも、メイドさんも！」

「それはよかった！」

　ヨークは顔かおを上あげ、晴はれ晴ばれとした声こえで言いった。

「ならば、もうだいじょうぶです。彼かれの運うん転てん技ぎ術じゅつは、我わが社しゃでいちばん。ということは、銀ぎん河がでいちばんです。彼かれなら、きっと、流ながれ星ぼしをよけられます！」

　乗じょう客きゃくたちは、歓かん声せいを上あげ、たがいに抱だきつき合あった。

「よかった……！　助たすかった！」

「もうダメかと思おもったぜ！」

　よろこびの声こえが上あがる中なか、食しょく堂どう車しゃのドアが開ひらいて、デデデ大だい王おうがあらわれた。

　大だい王おうは、ふらつきながら言いった。

「ひどい歌うた声ごえだったわい……だが、おてがらだぞ、カービィ！　まあ、運うん転てん士しが目めざめなくても、オレ様さまの力ちからで、なんとかなったとは思おもうがな！」

　大だい王おうは、ドカッとイスに座すわり、ヨークをにらみつけた。

「ヨーク！　さっきの続つづきだ。きさまの悪あく事じを追つい及きゅうしてやる……と言いいたいところだが」

　大だい王おうは、目めをそらした。

「めんどくさい話はなしは、あと回まわし。まずは、ピンチを切きりぬけたお祝いわいをしよう。おやつパーティをやるぞ！」

　乗じょう客きゃくたちは、わあっと声こえを上あげた。

「おやつ、おやつ！」

「コックカワサキ、あまいケーキを作つくれるよね！」

　コックカワサキが、笑え顔がおで言いった。

「うん！　バル艦かん長ちょうがお砂さ糖とうを返かえしてくれたし、これで、予よ定ていどおり、新しん作さくのケーキをたくさん作つくれるよ！」

「わあい！」

　大おおきな拍はく手しゅが起おきた。

　しかし──そのときだった。

　車しゃ掌しょうが駆かけこんできた。顔かおが、まっさおだ。

「運うん転てん士しからの伝でん言ごんです！　回かい避ひが、間まに合あわないそうです！」

「……え？」

　さわがしかった食しょく堂どう車しゃが、しーんとなった。

　車しゃ掌しょうは、苦くるしげに叫さけんだ。

「流ながれ星ぼしのスピードが予よ想そう以い上じょうに速はやく、プププトレインにぶつかってしまうということです……！」
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　みんな、言こと葉ばもなく、立たちすくんだ。

　口くちを開ひらいたのは、ヨークだった。

「そ……そんな馬ば鹿かな……彼かれは、銀ぎん河がでいちばんの運うん転てん士しだろう……！」

　車しゃ掌しょうは、強つよい口く調ちょうで言いい返かえした。

「その運うん転てん士しが言いってるんですから、まちがいありません！　このままでは、まもなく流ながれ星ぼしが衝しょう突とつします！」

「まもなく……!?」

　ヨークは、ふらふらとソファに倒たおれこんだ。ふたたび、気き絶ぜつしてしまったようだ。

　デデデ大だい王おうが、どなった。

「なんとか、ならんのか!?　助たすかる方ほう法ほうは……!?　そうだ、メタナイト！　きさまの戦せん艦かんに、乗じょう客きゃくを全ぜん員いん避ひ難なんさせろ！」

　メタナイトは、暗くらい声こえで答こたえた。

「戦せん艦かんハルバードは、プププランドに停てい泊はくしている。間まに合あわない」

「くっ……では……他ほかに、方ほう法ほうはないのか……!?」

　ナックルジョーが叫さけんだ。

「流ながれ星ぼしをぶっこわすッス！　ぶつかる前まえに、ぶんなぐって、こなごなにするッスよ！」

　ボンカースが言いった。

「さえてるぜ、ナックルジョー！　それなら、オレがやる！　ハンマーで一いち撃げきだ！」

　デデデ大だい王おうも、元げん気きづいて叫さけんだ。

「ハンマーなら、オレ様さまの出で番ばんだわい！　よし、オレ様さまにまかせろ！」

　バーニンレオが叫さけんだ。

「……そうだ！　カービィ、オレを吸すいこめ！」

　とつぜん言いわれて、カービィは目めをぱちぱちさせた。

「え？」

「そうすれば、ファイアのコピー能のう力りょくが使つかえるようになるだろ。強きょう力りょくな炎ほのおで、流ながれ星ぼしを焼やきつくそうぜ！」

　他ほかの乗じょう客きゃくたちも、いっせいに声こえを上あげた。

「ぼくを吸すいこんでよ！　『こちこちといき』で、流ながれ星ぼしを凍こおらせちゃおう！」

「ううん、ボクの『ばくだんなげ』で、流ながれ星ぼし大だい爆ばく破はだ～！」

「否いな！　せっしゃの『くないしゅりけん』で、流ながれ星ぼしまっぷたつの術じゅつでござる！」

　みんな、必ひっ死しだ。なんとかして、この大だいピンチを乗のり切きろうとしている。

　メタナイトが言いった。

「来きたまえ、カービィ！」

「え？　メタナイトを吸すいこんでいいの？」

「そうではない！　運うん転てん室しつに行いこう」

「運うん転てん室しつ……」

「運うん転てん士しの話はなしを聞きくのだ。流ながれ星ぼしを破は壊かいするために、どんな方ほう法ほうがいちばん良いいのか、彼かれの意い見けんを聞きこう！」

　そう言いいながら、メタナイトはすばやくマントをひるがえし、食しょく堂どう車しゃを出でて行いった。

「わかった！」

「待まて！　オレ様さまも行いくぞ！」

　カービィとデデデ大だい王おうも、急いそいでメタナイトに続つづいた。
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　運うん転てん士しは、ひたいに大おお粒つぶの汗あせを浮うかべて、運うん転てん席せきのスクリーンを見みつめていた。

　手て元もとはいそがしく動うごいて、流ながれ星ぼしをよけるための方ほう法ほうを調しらべている。

　しかし、流ながれ星ぼしとの距きょ離りは、どんどん縮ちぢまっていく。

「……こっちはダメだ……これも間まに合あわない……どうすれば……どうすれば……！」

　うなり声ごえを上あげたとき、彼かれの背はい後ごで声こえがした。

「どうすれば、流ながれ星ぼしをさけられる？」

　メタナイトだ。

　運うん転てん士しは叫さけんだ。

「その方ほう法ほうを考かんがえているんだ！　じゃまをしないでくれ！」

「カービィなら、助たすけられるかもしれない」

「カービィさんが？」

　運うん転てん士しは振ふり返かえった。

「まさか、カービィさん、運うん転てんできるのかい？」

「ううん！」

　カービィは、真しん剣けんな声こえを上あげた。

「ぼく、列れっ車しゃの運うん転てんはできないよ！」

　運うん転てん士しはため息いきをつき、また正しょう面めんに向むき直なおった。

「だったら、出でていってくれ。集しゅう中ちゅうしたいんだ」

「でも、ぼく、流ながれ星ぼしをこわせるかもしれない！」

「なんだって……？」

　運うん転てん士しはふたたび振ふり返かえって、うたがわしげにカービィを見みた。

「どうやって、あの巨きょ大だいな流ながれ星ぼしをこわすんだ？　たとえ、爆ばく弾だんを百個こ投なげつけたって、びくともしないよ」

　運うん転てん士しは、スクリーンを指ゆびさした。

　迫せまりくる流ながれ星ぼしと、プププトレインの車しゃ両りょうや線せん路ろが映うつし出だされている。

　デデデ大だい王おうは、うなり声ごえを上あげた。

「これは……想そう像ぞうしていた以い上じょうだわい。さすがのオレ様さまでも、こいつをぶっこわすことはできん……カービィのコピー能のう力りょくでも無む理りだぞ……」

　カービィは、目めを見み開ひらいて、スクリーンを見みつめていた。

　運うん転てん士しやデデデ大だい王おうの言いうとおりだ。こんしんの力ちからをこめて挑いどみかかったとしても、この大おおきさの星ほしを破は壊かいするのは無む理りだ。

　しかも、流ながれ星ぼしとプププトレインの距きょ離りは、ぐんぐん縮ちぢまっている……！

「ハンマーでもだめ……ファイターでもだめ……ファイアで燃もやすのもだめ……アイスで凍こおらせるのも……」

　カービィのつぶやきを聞きくと、運うん転てん士しは、あせった声こえで言いった。

「とにかく、オレが、なんとかしてみる。集しゅう中ちゅうしたいんだ、一人ひとりにしてくれ」

　しかし、カービィは動うごかない。

　吸すいつけられるように、スクリーンをにらんでいる。

「ニンジャもだめ……カッターも……ソードも……」

「カービィさん、たのむから……！」

　メタナイトが、そっとカービィの手てを引ひいた。

「行いこう、カービィ。必ひっ死しに方ほう法ほうを探さがしてくれている運うん転てん士しどのの、じゃまをしてはならない」

　デデデ大だい王おうも言いった。

「食しょく堂どう車しゃに戻もどるぞ。みんな、オレ様さまがいないと不ふ安あんだろうからな」

　しかし、カービィは、動うごかない。

「ビームも……マイクも……ホイールも……だめ……」

　流ながれ星ぼしは近ちかづいてくる。

　カービィは、ハッとした。

「そうだ……流ながれ星ぼしをこわすことができないんだったら……飛とびこえたら、どうかな!?」

　カービィは叫さけんで、飛とび上あがった。声こえまで、はずんでいる。

　運うん転てん士しは、ポカーンとした。

「……は？　今いま、なんて……？」

「飛とびこえるんだよ！　突つっこんできた流ながれ星ぼしを、ぴょーんって！」

　運うん転てん士しは、頭あたまを振ふった。

「なにを言いってるんだ……？」

「いや」

　声こえを上あげたのは、メタナイトだった。

「助たすかる可か能のう性せいがあるかもしれない。カービィ、飛とびこえるとは、どういうことだ？」

「ぼくが、プププトレインを持もち上あげる！」

　カービィは、明あかるい声こえで言いった。

「そして、思おもいっきり飛とび上あがるんだ。ちょうど、流ながれ星ぼしがぶつかりそうになったときにね。流ながれ星ぼしの上うえを、ぴょーんって飛とびこえちゃうんだ！」

「そんなこと、できるはずがないよ。どれほどのパワーが必ひつ要ようになると思おもう……？」

　運うん転てん士しは、困こまった顔かおで言いった。

　だが、デデデ大だい王おうが言いった。

「──流ながれ星ぼしをこわすよりは、見みこみがあるな」

「でしょ!?」

　メタナイトが言いった。

「運うん転てん士しどの。カービィに力ちからを貸かしてくれないか」

「……え？」

　メタナイトは進すすみ出でて、スクリーンを見み上あげた。

「流ながれ星ぼしがぶつかる直ちょく前ぜんに、列れっ車しゃを線せん路ろから浮うかせるのだ。そして、流ながれ星ぼしを回かい避ひしたあと、ふたたび線せん路ろに戻もどす」

　メタナイトの声こえにも、力ちから強づよさが戻もどっていた。

「列れっ車しゃを浮うき上あがらせるのは、カービィの役やく割わりだ。車しゃ体たいを安あん定ていさせ、ふたたび安あん全ぜんに線せん路ろに戻もどすのは、運うん転てん士しどのの役やく割わり。どうだろう、できるだろうか？」

「な……なんだって……？」

　運うん転てん士しは、あぜんとした。

「列れっ車しゃを浮うき上あがらせる……？　どうやって……？」

　カービィは、元げん気きに答こたえた。

「ぼく、がんばって、列れっ車しゃを持もち上あげるよ。どうかな!?」

「そ……そんな……そんなこと、できるわけが……」

　運うん転てん士しはカービィを見みつめた。

　どこまでもまっすぐなカービィのまなざしと目めを合あわせると、運うん転てん士しはごくっと息いきをのみ、ちらっとスクリーンを見みた。

　その間かんにも、流ながれ星ぼしはどんどん近ちかづいてくる。

「……わかった。カービィさんを信しんじよう。どんなに車しゃ体たいがぐらついても、だいじょうぶさ。ぜったいに、安あん全ぜんに、線せん路ろに戻もどしてみせる！」

「ほんと!?」

「ああ。力ちからを合あわせよう、カービィさん。これを、持もっていってくれ」

　運うん転てん士しは、小ちいさな装そう置ちを取とり出だして、カービィに渡わたした。

「なあに……？」

「通つう信しん機きだよ。それをつければ、オレと通つう話わできる。声こえをかけ合あって、タイミングを合あわせよう」

「よーし！」

　カービィは、張はり切きって、走はしり出だした。食しょく堂どう車しゃへと──。




「がんばるよー！　がんばるよー！」

　カービィは、叫さけびながら、食しょく堂どう車しゃに飛とびこんだ。

　食しょく堂どう車しゃの乗じょう客きゃくたちは、不ふ安あんな顔かおを見み合あわせていたが、カービィの声こえを聞きくと、いっせいに叫さけびだした。

「カービィ！　いい方ほう法ほうが見みつかったのか!?」

「オレはもう、覚かく悟ごを決きめたッス！　さあ、吸すいこむッス！」

「どけどけ、おまえじゃダメだ！　オレを吸すいこむんだ、カービィ！」

　乗じょう客きゃくたちは、カービィを取とり囲かこんだ。

　カービィは、叫さけんだ。

「おねがい、力ちからを貸かして、カプセルＪジェイ２ツー！」

「……え？」

　みんなの後うしろにいたカプセルＪジェイ２ツーは、おどろいた。

　彼かれは、ボンカースやナックルジョーほどの力ちから持もちではない。だから、自じ分ぶんの出で番ばんではないと思おもい、すみっこでおとなしくしていたのだ。

「オレ？　なんで……？」

「ジェットふんしゃで、流ながれ星ぼしをひとっ飛とびだよ！」

　カービィは、両りょう手てを広ひろげた。

　カプセルＪジェイ２ツーは、とまどいながら言いった。

「ひとっ飛とびって……意い味みがわからないけど……いいよ、オレが役やくに立たてるなら。吸すいこめ、カービィ！」

「ありがとう、カプセルＪジェイ２ツー！」

　カービィは、そっくり返かえって、大おおきく息いきを吸すった。

　カプセルＪジェイ２ツーは宙ちゅうを飛とび、カービィの口くちの中なかへ。

　たちまち、カービィの姿すがたが変へん化かした。

　頭あたまには、ジェット機きのような形かたちをしたヘルメット。背せには、大おおきなジェットタンク。

　今いまにも飛とび立たちそうな、ジェットのコピー能のう力りょくだ！
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　……しかし、カービィの姿すがたを見みた乗じょう客きゃくたちは、口くち々ぐちに文もん句くを言いった。

「カプセルＪジェイ２ツー？　『ジェット』のコピー能のう力りょくだって？」

「力ちから不ぶ足そくだぜ！　それじゃ、流ながれ星ぼしには対たい抗こうできねえ！」

「やっぱり、オレを吸すいこむッス、カービィ！」

　カービィは、みんなの声こえを振ふり切きって、食しょく堂どう車しゃの窓まどを開あけた。

　みんなは、あわてて、カービィを止とめようとした。

「なにをやってるんだ!?　カービィ！　待まてよ！」

「『ジェット』なんかじゃ、流ながれ星ぼしをぶっこわすことは、できないぜ……!?」

「ううん！　だいじょーぶ！」

　カービィは窓まどわくをけって、飛とび出だした。

　無む限げんの宇う宙ちゅうへ！




　流ながれ星ぼしが、どんどん迫せまってくる。

　カービィは、プププトレインの先せん頭とう──運うん転てん室しつの真ま上うえにしゃがみこんだ。

　呼こ吸きゅうをととのえ、手てをのばす。

　車しゃ両りょうのでっぱりに手てをかけて、グッと力ちからをこめる。

「パワーため……パワーため……」

　カービィの顔かおが、少すこしずつ、赤あかくそまり始はじめた。




　いっぽう、車しゃ内ないでは、メタナイトが指し示じを出だしていた。

「ここはあぶない。みな、自じ分ぶんたちの部へ屋やに戻もどって、衝しょう撃げきにそなえるのだ」

「はい！」

　みんな、あわてふためいて、自じ分ぶんたちの部へ屋やに戻もどっていった。

　メイドが、気き絶ぜつしているヨークをゆり起おこした。

「社しゃ長ちょう！　寝ねている場ば合あいではありません。ご自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどって、身みを守まもってください！」

　ヨークは、うっすら目めを開あけた。

「みを……まもる……？　な、なにが起おきている……？」

　ヨークは、状じょう況きょうがわかっていないらしい。ぼんやりした表ひょう情じょうで、頭あたまを振ふった。

「なにが、どうなったんだ。流ながれ星ぼしは……？」

　メタナイトが答こたえた。

「飛とびこえる」

「は？　飛とびこえる……とは……はて……？」

「説せつ明めいしている時じ間かんはない。とにかく部へ屋やに戻もどれ。からだに毛もう布ふを巻まくとか、ふっ飛とばされないように固こ定ていするとか、なにか対たい策さくを考かんがえるのだ」

　メイドが言いった。

「わたし、お客きゃく様さまたちのお手て伝つだいをしてきます。予よ備びの毛もう布ふをお客きゃく様さまたちに配くばります！」

「たのんだ。手て伝つだいを終おえたら、君きみ自じ身しんの安あん全ぜんも確かく保ほするのだぞ」

「わかりました！」

　出でて行いこうとするメイドを、ヨークがあわてて呼よび止とめた。

「ま、待まて。待まってくれ！」

　すると、メイドはキリッとして言いった。

「社しゃ長ちょう、ご自じ分ぶんの身みは、ご自じ分ぶんで守まもってください！　社しゃ長ちょうよりも、お客きゃく様さまのほうが大だい事じですから！　では、失しつ礼れい！」

「私わたしもいっしょに行いくぞ！」

「え？」

　メイドは振ふり返かえった。

　ヨークは、ヨタヨタしながら歩あるき出だした。

「手て分わけしたほうがいい。君きみは、後こう方ほうの車しゃ両りょうのお客きゃく様さまをお手て伝つだいしなさい。私わたしは、前ぜん方ぽうのお客きゃく様さまの様よう子すを見みてくる！」

「──わかりました！」

　ヨークとメイドは、食しょく堂どう車しゃを走はしり出でて行いった。

　アックスナイトが、意い外がいそうに言いった。

「ヨークのヤツ、客きゃくをおしのけてでも自じ分ぶんが助たすかろうとするタイプかと思おもいましたけど、ちがうようですね」

　トライデントナイトが言いった。

「金かねもうけに目めがくらんで、密みつ輸ゆなんかに手てを出だしてしまったけど、根ねは仕し事ごと熱ねっ心しんなのかもしれないな」

　ジャベリンナイトが言いった。

「いくら仕し事ごと熱ねっ心しんでも、あんな危き険けんな野や菜さいで金かねもうけをしようなんて、ゆるせないよ。オレは、大だいっきらいだね！」

　バル艦かん長ちょうが言いった。

「おしゃべりしているひまはないぞ。われわれも、早はやく部へ屋やに戻もどり、安あん全ぜんを確かく保ほするのだ！」

「はい！」

　張はりのあるバル艦かん長ちょうの声こえをひさしぶりに聞きいて、メタナイツたちは元げん気きづいた。

　メタナイトと部ぶ下かたちは、全ぜん速そく力りょくで、通つう路ろを駆かけぬけていった。
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　カービィは、パワーをため続つづけている。

　手てがしびれ、頭あたまがぼうっとしてきたけれど、力ちからはゆるめない。

　ジェットのコピー能のう力りょくは、ためたパワーを解とき放はなつことによって、敵てきを攻こう撃げきする。

　キックや頭ず突つきなど、全ぜん力りょくで相あい手てにぶつかっていく戦たたかい方かただ。

　カービィは、これまでに何なん度どかこのコピー能のう力りょくを使つかったことがあるけれど、これほどまでに、パワーをためこむのは、初はじめてだった。

　はたして、とてつもなく重おもいプププトレインを持もち上あげることなんて、できるのだろうか？

　わからない。

　でも、カービィに迷まよいはなかった。

「パワーため……パワーため……パワーめっちゃため……！」

　巨きょ大だいな流ながれ星ぼしが、ぐんぐん近ちかづいてくる。

　通つう信しん機きから、運うん転てん士しの声こえが聞きこえてきた。

「まだだ……もう少すこしだ、カービィさん……あと、少すこし……！」

　カービィは、両りょう手てにグッと力ちからを入いれた。

　チャンスは、一いち度どきり。

　失しっ敗ぱいしてしまったら、もう、パワーをため直なおす時じ間かんはない。

　運うん転てん士しの、緊きん迫ぱくした息いきづかいが聞きこえてくる。

　スクリーンをにらみながら、間ま合あいをはかっている。

　そして、ついに。




「──カービィさん、今いまだ！」




　カービィは、まっすぐ前まえを見みつめて、叫さけんだ。

「ばくれつぅぅぅぅ……ジャーンプ！」

　背せ中なかのタンクが、すさまじい炎ほのおをふき出だした。

　だが、プププトレインは、線せん路ろの上うえを走はしり続つづけている。浮うき上あがる気け配はいはない。

　カービィは、顔かおをまっかにして、叫さけんだ。




「たぁぁぁぁぁぁ──！　飛とべ、飛とべ、飛とべ──！」




　列れっ車しゃ内ないのみんなの声こえが聞きこえてくる気きがする。

　みんな、不ふ安あんと戦たたかいながら、カービィの名な前まえを叫さけんでいる。

「がんばれ、カービィ！」

「カービィ！　カービィ！」

　カービィは、大おおきく口くちを開あけた。

「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──！　がんばるよ──！」

　列れっ車しゃが、かすかに浮うき上あがった。

　乗じょう客きゃくたちは、それぞれの部へ屋やで、ふるえながら、カービィに呼よびかけていた。

「うんうん！　行いけるッスよ、カービィ！」

「おらおらおらおら──！」

「たのんだぜぇぇ──！」

　カービィは、ますます力ちからをこめた。




「もっと、もっと！　大だい、大だい、大だいジャーンプ！」




　プププトレインは、急きゅう角かく度どで線せん路ろをはなれ、宇う宙ちゅう空くう間かんを突つき進すすんでいく。

　巨きょ大だいな流ながれ星ぼしが突つっこんでくる。

　カービィは、叫さけび続つづけた。

「まだまだ！　まだまだ！　たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──!!」

　プププトレインは、流ながれ星ぼしをかすめるように、急きゅう上じょう昇しょうした。

[image: ]

　運うん転てん室しつでは、運うん転てん士しが叫さけび声ごえを上あげていた。

「よーし、カービィさん！　ここからは、オレの仕し事ごとだ。ぜったい、やりとげるぞ！」

　彼かれは、列れっ車しゃの進しん行こう方ほう向こうを確たしかめ、速そく度ど計けいをにらんだ。

「ジャンプした車しゃ両りょうを線せん路ろに着ちゃく地ちさせるなんて、むちゃくちゃだよ。こんな訓くん練れん、受うけたことないぞ。でも……」

　きらめく線せん路ろが、スクリーンに映うつし出だされている。

　運うん転てん士しは叫さけんだ。

「お客きゃく様さまを守まもるのが運うん転てん士しの仕し事ごと！　うぉぉぉー！」

　その瞬しゅん間かん、すさまじい衝しょう撃げきが襲おそいかかり、車しゃ体たいがひっくり返かえりそうになった。

　最さい後こう部ぶの車しゃ両りょうが、流ながれ星ぼしの直ちょく撃げきを受うけて、破は壊かいされたのだ。

　運うん転てん士しは青あおざめた。

「よけきれなかった……!?　まさか、お客きゃく様さまが……!?」

　そのとき、スピーカーから、車しゃ掌しょうの声こえが流ながれ出だした。

「こちら車しゃ掌しょう室しつ！　貨か物もつ車しゃが破は壊かいされました！」

「客きゃく車しゃは!?　客きゃく車しゃはどうした!?」

「客きゃく車しゃはだいじょうぶです！　ぼくは、今いまからお客きゃく様さまの様よう子すを見みに行いきます！」

「そうか……無む理りはするなよ！」

　運うん転てん士しは、ふぅっと息いきをついた。

「客きゃく車しゃは無ぶ事じ！　被ひ害がいは貨か物もつ車しゃだけ！　ならば、ひと安あん心しんだ！」

　彼かれは表ひょう情じょうを引ひきしめ、冷れい静せいに、レバーをにぎった。

　車しゃ体たいのかたむきを修しゅう正せいし、ぐらつきをおさえる。

「守まもる……守まもる！　お客きゃく様さまを守まもるぞ！」




　ゴォォォォォ！




　ごう音おんを立たてて、プププトレインは、まっすぐに伸のびた線せん路ろの上うえに、あざやかに着ちゃく地ちし、そのままスピードを上あげた。




　車しゃ掌しょうとメイドは、客きゃく車しゃの通つう路ろを進すすみながら、声こえをかけた。

「お客きゃく様さま、だいじょうぶですか？　ケガはありませんか？」

　次つぎ々つぎに個こ室しつのドアが開ひらいて、乗じょう客きゃくたちが顔かおをのぞかせた。

「すごいゆれだったな！　流ながれ星ぼしにぶつかったと思おもって、悲ひ鳴めいを上あげちゃったよ！」

「作さく戦せんは成せい功こうしたのか？　カービィは、やりとげたのか？」

「ええ！　大だい成せい功こうですよ！」

　車しゃ掌しょうとメイドが笑え顔がおで答こたえると、歓かん声せいが上あがった。

「助たすかった！　オレたち、助たすかったんだ！」

「やった！　パーティやろうぜ、パーティ！」

　大おおさわぎの中なか、バンダナワドルディが叫さけんだ。

「カービィは!?　早はやくカービィを助たすけてあげなくちゃ！」

　ワドルディたちをおしのけて、のっそりと通つう路ろにあらわれたのは、デデデ大だい王おうだった。

「いてて……カベに頭あたまをぶつけたわい。カービィめ、もっと静しずかに飛とべなかったのか？」

「デデデ大だい王おう様さま……！」

「文もん句くを言いってくる。おまえらは、ここで待まってろ」

　デデデ大だい王おうは、車しゃ窓そうを開あけた。

「私わたしも行いこう」

　進すすみ出でたのは、メタナイトだ。

　二人ふたりは、窓まどの外そとへ飛とび立たった。




　カービィは、列れっ車しゃの上うえで、気きを失うしなっていた。

　両りょう手てはしっかり、車しゃ両りょうをつかんだままだ。

　ジェットタンクは力ちからを使つかい果はたし、冷ひえ切きっている。

　デデデ大だい王おうとメタナイトは、カービィのそばに着ちゃく地ちして、声こえをかけた。

「寝ねてる場ば合あいか。起おきろ、カービィ」

「みごとだったぞ、カービィ。君きみのおかげで、全ぜん員いん無ぶ事じだ」

　しかし、カービィは意い識しきを取とり戻もどさない。

　メタナイトは、カービィをゆさぶりながら言いった。

「コックカワサキが、君きみのためにごちそうをたくさん作つくってくれるぞ」

　だが、カービィは目めを閉とじたまま。

　メタナイトは、心しん配ぱいそうに言いった。

「ごちそうと言いったのに、目めをさまさないなんて。深しん刻こくだ……」

「生なまぬるいのだ。カービィを起おこすなら、こうだ！」

　デデデ大だい王おうは、ガウンの内うち側がわから、まっかなマキシムトマトを取とり出だした。

　メタナイトは、あっけにとられた。

「なぜ、そんなものを持もち歩あるいている……？」

「大だい王おうのたしなみだ。ほら、食くえ、カービィ！」

　デデデ大だい王おうは、カービィの口くちもとに、マキシムトマトを突つきつけた。

　マキシムトマトは、カービィの大だい好こう物ぶつ。

　とたんに、カービィは飛とび起おきた。




「わああ！　マキシムトマトだ！　いただきまーす！」

　カービィは、元げん気きいっぱい。大おおきな口くちを開あけて、マキシムトマトにかぶりついた。

　メタナイトは「やれやれ」と苦く笑しょうし、立たち上あがった。
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　食しょく堂どう車しゃに乗じょう客きゃく全ぜん員いんが集あつまり、盛せい大だいなパーティが始はじまった。

　おまちかねの、おやつパーティだ。

　コックカワサキが、晴はれ晴ばれとした顔かおで言いった。

「たくさんケーキを焼やいたよ！　じまんの新しん作さくレシピなんだ。無ぶ事じに流ながれ星ぼしをよけられたお祝いわいだから、みんな、どんどん食たべてね！」

　わあっと、歓かん声せいが上あがった。

「やったぜ！」

「流ながれ星ぼしぶっ飛とび作さく戦せん、大だい成せい功こう記き念ねんだな！」

　みんなが大おおよろこびしている中なか、バル艦かん長ちょうは静しずかに食しょく堂どう車しゃを出でて行いこうとした。

　気きづいたコックカワサキが、呼よび止とめた。

「どこへ行いくのさ、バル艦かん長ちょう。まさか、おやつパーティに参さん加かしないつもり？」

「……ワシには、パーティに参さん加かする資し格かくなどない」

　バル艦かん長ちょうは、しんみりと言いった。

「みんなに迷めい惑わくをかけてしまったからな。部へ屋やに戻もどるぞ」

「そんなこと言いわないで、参さん加かしてよ！」

　コックカワサキは、バル艦かん長ちょうに駆かけよった。

「正しょう直じきに話はなして、お砂さ糖とうを返かえしてくれたんだから、もういいよ」

「しかし……」

「みんな、いいよね？　バル艦かん長ちょうがパーティに参さん加かしても、いいよね？」

　コックカワサキは、みんなの顔かおを見み回まわした。

　まっさきに声こえを上あげたのは、カービィ。

「いいよ！」

　カービィは、両りょう手てを上あげて叫さけんだ。

「みんなで食たべたほうが、ぜったい、おいしいもん！　バル艦かん長ちょう、早はやく座すわってよ！」

　乗じょう客きゃくたちは顔かおを見み合あわせ、口くちを開ひらいた。

「まあな。お砂さ糖とうをかくしたのは悪わるいことだけど……」

「反はん省せいしてるから、ゆるしてあげようよ」

「それに、カービィが言いうとおり、おやつはおおぜいで食たべたほうがおいしいもんな！」

　そんな声こえが次つぎ々つぎに上あがったが、バル艦かん長ちょうの顔かおは晴はれなかった。

「……そう言いってくれるのは、ありがたいが……ワシは、戦せん艦かんハルバードの艦かん長ちょうとして、はずかしいことを……」

　メタナイトが言いった。

「もちろん、君きみには罰ばつが必ひつ要ようだ」

「……覚かく悟ごはできております」

「明日あしたから一か月げつ間かん、おやつ禁きん止しにしよう」

　うなだれていたバル艦かん長ちょうは、ハッとして顔かおを上あげた。

「おやつ……禁きん止し……？」

「ダイエットもはかどって、一いっ石せき二に鳥ちょうだろう」

「は……はぁ……」

　バル艦かん長ちょうは、目めをぱちぱちした。

「しかし、おやつ禁きん止しということは、ワシはやはり、おやつパーティには参さん加かできないのでは……？」

　コックカワサキが言いった。

「メタナイトは『明日あしたから』って言いったよ！　今日きょうのおやつパーティには、参さん加かできるってことだよ！」

「し……しかし……！」

　ふくざつな表ひょう情じょうのバル艦かん長ちょうに、コックカワサキは言いった。

「だいじょうぶ。ダイエット中ちゅうでも食たべられるおやつを、たくさん作つくったから。お豆とう腐ふを使つかったケーキとか、ココナッツミルク寒かん天てんとか、太ふとりにくくっておいしいデザートのレシピはたくさんあるんだ！」

「……なに!?　お豆とう腐ふケーキ……寒かん天てん……!?」

　バル艦かん長ちょうは、カミナリに打うたれたように、ふるえた。

「そ、そんなデザートが……あるのか!?」

「うん。だから、パーティに参さん加かしてよ！」

「う……うう……かたじけない……！　ありがとう、コックカワサキ！」

　デデデ大だい王おうが言いった。

「そうと決きまれば、さっそくパーティを始はじめるぞ！　みんな、かんぱいだ！」

　ジュースを注そそいだグラスが、みんなに渡わたされた。

「かんぱい、かんぱーい！」

「ありがとう、カービィ！　カプセルＪジェイ２ツーも、おてがらだぜ！」
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　カプセルＪジェイ２ツーは、照てれくさそうに言いった。

「オレは、なんにも覚おぼえてないんだけどな……そんなに、すごかったのか？」

「ああ、すごかったぜ！」

「おまえのおかげで、カービィが力ちからを発はっ揮きできたんだからな！」

「カプセルＪジェイ２ツー、最さい高こうだ！」

　メタナイトが言いった。

「カービィとカプセルＪジェイ２ツーはもちろんだが、プププトレインの乗じょう務む員いんたちにも感かん謝しゃしなければならないな。彼かれらの活かつ躍やくがなければ、どうしようもなかった」

　みんな、わっと声こえを上あげて賛さん成せいした。

「そうだ、そうだ。運うん転てん士しさん、車しゃ掌しょうさん、メイドさん、ありがとう！」

　バンダナワドルディが言いった。

「運うん転てん室しつに、おやつと飲のみものを届とどけてきました。運うん転てん士しさんから、伝でん言ごんです。『プププトレインをご利り用よういただき、まことにありがとうございます。ちょっとしたハプニングがございましたが、当とう列れっ車しゃは、安あん全ぜんな旅たびを続つづけてまいります』……ですって」

　乗じょう客きゃくたちは笑わらい、拍はく手しゅをした。

　ワドルドゥが言いった。

「乗じょう務む員いんさんたちだけでなく、ヨークさんにも、感かん謝しゃをしたいであります。ヨークさんは、ワタシがケガをしないよう、毛もう布ふをていねいに巻まきつけてくれたであります」

　ボンカースが言いった。

「オレもだ。ヨークのヤツ、個こ室しつを一つずつ見みて回まわって、乗じょう客きゃくの安あん全ぜんを確たしかめてたな。気きに食くわねえヤツだが、一いち応おう、感かん謝しゃしといてやるぜ」

　みんなは、食しょく堂どう車しゃのすみに座すわりこんでいるヨークを見みた。

　メイドが言いった。

「社しゃ長ちょう、お客きゃく様さまにケガがなくて、ほんとうによかったですね。社しゃ長ちょう……あの……社しゃ長ちょう？」

　呼よびかけられても、ヨークは返へん事じをしない。

　よろこびでいっぱいの乗じょう客きゃくたちとは反はん対たいに、彼かれは打うちひしがれていた。

　かんぱいにも加くわわらず、ブツブツ言いっている。

「貨か物もつ車しゃが……あんなに苦く労ろうして集あつめた眠ねむりウリがぁぁ……！」

　これを聞ききつけて、デデデ大だい王おうがふんぞり返かえった。

「残ざん念ねんだったな。大おおもうけの計けい画かくがつぶれてしまって」

「…………」

「悪わるいことはできんということだ！」

　ヨークはすっかりしょげ返かえって、ひとり言ごとを続つづけている。

「でも……一ひと箱はこだけは……キッチン車しゃに運はこばれていた一ひと箱はこだけは無ぶ事じだから……」

　もう、だれも、彼かれのひとり言ごとなど聞きいていなかった。

　みんな、次つぎ々つぎに運はこばれてくるケーキを食たべて、笑え顔がおでおしゃべりに花はなを咲さかせている。

　ただ──メタナイトだけは、するどい目めで、ヨークを見みつめていた。
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　プププトレインは、予よ定ていどおりに、リゾート惑わく星せいユタリーに到とう着ちゃくした。

　ユタリー駅えきには、たくさんの人ひと々びとが集あつまって、プププトレインを待まちかまえていた。

　いたるところに花はながかざられ、楽たのしげな音おん楽がくがかなでられている。

　プププトレインがすべりこんでくると、大おおきな歓かん迎げいの声こえが上あがった。

　列れっ車しゃのとびらが開ひらいて、乗じょう客きゃくたちが次つぎ々つぎに下おりてくる。

「いらっしゃいませ、プププランドのみなさん！」

「ようこそ、ユタリーへ！」

　乗じょう客きゃく一人ひとりひとりに、美うつくしい花はなたばが手て渡わたされた。

　プププランドのみんなは、初はじめて見みるユタリーの光こう景けいに、うっとりした。

「きれいなところだなあ！　プププランドでは見みたことのない花はなが、たくさん！」

「森もりや海うみがあるんだろ？　早はやく遊あそびたいぜ！」

「ワタシは温おん泉せんでのんびりしたいであります！」

　いちばん最さい後ごに列れっ車しゃを下おりたのは、ヨークだった。

　堂どう々どうとした鉄てつ道どう王おうの姿すがたは見みるかげもなく、しょんぼりした様よう子すだ。

　そのヨークに、一人ひとりの女じょ性せいが歩あゆみよった。

「お帰かえりなさい、あなた」

　女じょ性せいが声こえをかけると、ヨークはビクッとして、叫さけんだ。

「なにをしてる！　家いえにいなきゃ、だめじゃないか！」

「だいじょうぶ、今日きょうは気き分ぶんがいいんです。あなたがひさしぶりに帰かえってくるのに、家いえでじっとなんて、していられませんわ」

　女じょ性せいは、にっこり笑わらった。

　ほっそりした、とても美うつくしい女じょ性せいだ。

　乗じょう客きゃくたちは、顔かおを見み合あわせた。

「……だれだ？」

「ヨークさんの奥おくさんじゃないか？」

「うそだろ。あんなきれいな奥おくさんがいたのかよ」

　女じょ性せいは、ヨークによりそって、たずねた。

「あなた、眠ねむりウリは見みつかりましたの？」

　すると、ヨークはあわてふためき、女じょ性せいをだまらせようとした。

「こ、こら、よけいな話はなしをするんじゃない！　おまえは、家いえに帰かえりなさい。私わたしは、お客きゃく様さまたちをホテルにご案あん内ないするから……」

「いや、待まて」

　デデデ大だい王おうが進すすみ出でた。

「今いま、眠ねむりウリと言いったか？」

　問といかけられて、女じょ性せいはふしぎそうにうなずいた。

「ええ。あの、あなたは……？」

「オレ様さまはデデデ大だい王おう。プププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃだ。あんたは、ヨークの奥おくさんか？」

「ええ、そうですけど……」

「まさか、あんたも、ヨークの計けい画かくに加くわわってるのか……？」

「やめたまえ、デデデ大だい王おう」

　大だい王おうを止とめたのは、メタナイトだった。

　メタナイトは、ヨークに言いった。

「くわしく話はなしてもらおう」

「話はなすことなんて……」

　ヨークは、気きまずそうに顔かおをそむけて、突つっぱねようとしたが、夫ふ人じんが言いった。

「あなた、なにかあったのですか？」

「い、いや、そういうわけでは……」

　ヨークは、しどろもどろ。

　夫ふ人じんが言いった。

「どうやら、行いきちがいがあったようですね。お話はなしをしましょう。ここではなんですから、みなさん、どうぞホテルへ……」

　夫ふ人じんが先さきに立たって、歩あるき出だした。

　ヨークは、情なさけない声こえを上あげて、追おいすがった。

「おいおい！　おまえは家いえに帰かえりなさい！　お客きゃく様さまたちには、私わたしから話はなすから……待まってくれ、おーい！」

　カービィたちは顔かおを見み合あわせ、ヨーク夫ふ妻さいを追おいかけた。




　ホテルの広ひろ間まにみんながおちつくと、ヨーク夫ふ人じんは言いった。

「夫おっとは、みなさんに、どんな説せつ明めいをしていたのですか？」

　デデデ大だい王おうが答こたえた。

「プププランドでしかとれない、眠ねむりウリという危き険けんな野や菜さいを、密みつ輸ゆしようとしていたということだ」

「危き険けん？　密みつ輸ゆ？　まあ！」

　ヨーク夫ふ人じんは、びっくりしたようだ。となりに座すわっているヨークを、あきれたような目めで見みた。

「あなた、どうしてそんなウソを！」

「べ、別べつに、ウソをついたわけじゃないんだ」

　ヨークは、赤あかくなって言いった。

「うまく説せつ明めいできずにいるうちに……その……お客きゃく様さまたちが誤ご解かいしてしまって……」

「誤ご解かいだと？」

　デデデ大だい王おうが、聞きき返かえした。

「どういう意い味みだ？」

　ヨーク夫ふ人じんが答こたえた。

「眠ねむりウリは、危き険けんな野や菜さいではありません。食たべた者ものをぐっすり眠ねむらせてくれる、すばらしい効こう果かがあるんです」

「いや、しかし、悪あく用ようされたら、恐おそろしいことになるんだぞ」

　デデデ大だい王おうは、言いいはった。

　ヨーク夫ふ人じんは、首くびを振ふった。

「悪あく用ようなど、いたしません。夫おっとは、私わたしのために、眠ねむりウリを探さがしに行いってくれたのです」

「え？」

「私わたしはぐっすり眠ねむることができない体たい質しつのせいで、からだが弱よわいんです。お医い者しゃ様さまからは、ちゃんと眠ねむることさえできれば、健けん康こうになれると言いわれているのですが、どうしてもよく眠ねむれなくて……」

　メタナイトが言いった。

「では、ヨークどのが眠ねむりウリを運はこぼうとしたのは、奥おく方がたのためだったのか……？」

「いや、オレ様さまは信しんじんぞ」

　デデデ大だい王おうは、けわしい表ひょう情じょうで言いった。

「奥おくさん一人ひとりに食たべさせるにしては、量りょうが多おおすぎた。やはり高たか値ねをつけて売うりさばくつもりだったんだろう！」

　ヨーク夫ふ人じんが言いった。

「眠ねむりウリは、そのまま食たべれば、何なん日にちもの間あいだ眠ねむり続つづけてしまいます。でも、熱ねつを加くわえて加か工こうすれば、不ふ眠みん症しょうが治なおるお薬くすりになるんです」

「薬くすり……？」

「はい。世よの中なかには、眠ねむれなくて悩なやんでいる方かたが、たくさんいます。夫おっとは、そんな方かたたちのために、いいお薬くすりを作つくろうとしていたんです」

　話はなしを聞きいたプププランドの住じゅう民みんたちは、びっくりした。

　デデデ大だい王おうは、まだ疑うたがいを捨すてきれずに、言いった。

「その薬くすりは、高たかく売うれるんだろう？　それで大おおもうけをするつもりで……」

「いいえ、大おおもうけなんてできません。原げん料りょうの眠ねむりウリはたくさんとれますし、加か工こうもかんたんなんですから。夫おっとは、困こまっている方かたたちが、安あん心しんしてのめる薬くすりを作つくろうとしていたんです」

　ボンカースが言いった。

「なんだよ、そりゃ！　めちゃくちゃ、いい計けい画かくじゃねえか！　なんで、本ほん当とうのことを言いわなかったんだよ！」

　バーニンレオも叫さけんだ。

「最さい初しょから、貨か物もつ車しゃに眠ねむりウリを積つんでるって話はなしていれば、バル艦かん長ちょうだってあんなことはしなかったんだぞ。いい計けい画かくなんだから、かくすこと、なかっただろ！」

「それは……その……その……」

　ヨークは、赤あかくなって、言こと葉ばを失うしなってしまった。

　かわりに、夫ふ人じんが言いった。

「この人ひとは、とても照てれ屋やで、意い地じっぱりなんです」

「こ、こら」

　ヨークは夫ふ人じんをだまらせようとしたが、夫ふ人じんはかまわずに続つづけた。

「眠ねむりウリのことを話はなせば、私わたしのことも話はなさなくてはなりません。妻つまのために一いっ生しょう懸けん命めいがんばっていると知しられるのが、照てれくさかったのでしょう。だから、すべて、ないしょで進すすめようとしたんです」

　プププランドの住じゅう民みんたちは、笑わらい出だした。

「なーんだ！」

「照てれ屋やにも、ほどがあるぜ！」

　メタナイトが言いった。

「私わたしは、うすうす気きづいていた。ヨークどのが、金かねもうけのために眠ねむりウリを運はこぼうとしているわけではないと」

「なんだと？　ウソをつけ！」

　すばやく、デデデ大だい王おうが言いった。

「きさまだって、うたがってたじゃないか。ヨークが、眠ねむりウリで大おおもうけをたくらんでいるって！」

「最さい初しょはな。だが、流ながれ星ぼしの一いっ件けんで、わかったのだ」

「わかった？　なにが？」

「彼かれが、すばらしい鉄てつ道どう王おうだということだ」

　メタナイトは、ヨークを見みた。ヨークはすっかり照てれて、うつむいてしまった。

「彼かれは、危き険けんもかえりみず、すべての乗じょう客きゃくの安あん全ぜんを確たしかめようとした。彼かればかりではなく、乗じょう務む員いんたちも、りっぱに仕し事ごとを果はたしてくれた。ヨークどのが、日ひごろから、社しゃ員いんたちに言いい聞きかせていたのだろう。なによりも、乗じょう客きゃくの安あん全ぜんがたいせつだと。こんな、すばらしい鉄てつ道どう王おうが、私し欲よくのための密みつ輸ゆなどに手てをそめるはずがない」

　ヨークは、赤あかくなった。

「い、いや……その……社しゃ員いんたちが優ゆう秀しゅうなだけで……私わたしは別べつに……」

　メタナイトは、ヨークに手てを差さし伸のべた。

　ヨークは、はずかしそうに、メタナイトと握あく手しゅをした。

　バンダナワドルディが、ヨークの前まえに進すすみ出でた。

「ヨークさん……あの……ごめんなさい！」

　バンダナワドルディは、頭あたまを下さげた。

「ぼく、とても失しつ礼れいなことを言いってしまいました。ヨークさんの本ほん当とうの気き持もちも知しらずに、プププトレインは密みつ輸ゆのために作つくったんだろうって決きめつけてしまって……」

「あ、いや、いいのです。あやまらないでください」

　ヨークは、あわてて手てを振ふった。
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「ちゃんと説せつ明めいをせず、誤ご解かいをあたえてしまったのは、私わたしのせいなんですから」

　ヨーク夫ふ人じんが言いった。

「夫おっとがプププトレインを計けい画かくしたのは、もちろん、眠ねむりウリを運はこぶためでもあります。でも、それだけじゃないんです。彼かれは、こころから鉄てつ道どうを愛あいしているんです。プププランドとユタリーの間あいだを、だれもが自じ由ゆうに旅りょ行こうできるようになることを、とても楽たのしみにしていたんですよ」

「う、うむ。まあな」

　ヨークはうなずいた。

　カービィが言いった。

「それで、ぼくらをプププトレインに乗のせてくれたんだね。ありがとう、ヨークさん！」

　デデデ大だい王おうが、ヨーク夫ふ人じんに言いった。

「あんたも、プププトレインに乗のって、プププランドに遊あそびにくるといいぞ。オレ様さまの城しろに、特とく別べつに泊とめてやる」

「まあ、ありがとうございます」

　ヨーク夫ふ人じんは、顔かおをほころばせた。

「私わたしはからだが弱よわいので、長ながい旅りょ行こうは無む理りだと、あきらめていたんです。でも、眠ねむりウリのお薬くすりをのめば、ぐっすり眠ねむれるようになります。プププランドにも遊あそびに行いけます……」

　そのときだった。

　広ひろ間まに、車しゃ掌しょうが駆かけこんできた。

「たいへんです、社しゃ長ちょう！」

「む？　仕し事ごとの話はなしなら、あとにしなさい。お客きゃく様さまたちと話はなしているんだ」

「その、お客きゃく様さまたちのことなんですが……」

　車しゃ掌しょうは、困こまり顔がおで言いった。

「流ながれ星ぼしによって、線せん路ろが大たい破はしてしまったため、もうプププトレインを運うん行こうできないことが明あきらかになりました」

「……なに!?」

　みんな、呆ぼう然ぜんとした。

　チリーが叫さけんだ。

「それじゃ、ぼくら、プププランドに帰かえれないじゃない！　どうするの!?」

　メタナイトが言いった。

「戦せん艦かんハルバードを呼よびよせよう。全ぜん員いん、プププランドに送おくり届とどける」

　ウォーキーが言いった。

「こわれた部ぶ分ぶんを直なおせば、またプププトレインを再さい開かいできるよな？　また、ユタリーに遊あそびに来こられるよな？」

「……そのことですが」

　ヨークは、思おもいなやんだ様よう子すで言いった。

「プププトレインの路ろ線せんが安あん全ぜんかどうか、念ねんを入いれて見み直なおす必ひつ要ようがあると思おもうのです。また、今こん回かいのような事じ故こが起おきてしまったら、たいへんですから」

　デデデ大だい王おうが、たずねた。

「なんだと？　では、プププトレインは再さい開かいしないのか？」

「そうですね……むずかしいでしょうね」

「えー!?」

　プププランドの住じゅう民みんたちは、がっかりして声こえを上あげた。

「そんなぁ。列れっ車しゃの旅たび、すっごく楽たのしかったのに！」

「もっともっと、乗のりたかったぜ！」

「ありがとうございます、みなさん」

　ヨークは、みんなを見み回まわした。

「調ちょう査さに時じ間かんがかかりますので、しばらくの間あいだは無む理りですが、必かならずプププトレインを再さい開かいします。いつか、また、みなさんにご乗じょう車しゃいただけるように！」

　プププランドの住じゅう民みんたちは、手てをたたいた。

「待まってるぜ！」

「がんばってね、ヨークさん」

　拍はく手しゅが鳴なりやまないうちに、カービィが叫さけんだ。

「ねえ、お話はなしはおわりにして、パーティをしようよ！　ぼく、もう、おなかペコペコだよ！」

　ボンカースが言いった。

「てめえは、いつでも、おなかペコペコだろうが！」

　デデデ大だい王おうが言いった。

「だが、オレ様さまもカービィに賛さん成せいだ。ユタリー到とう着ちゃく記き念ねんのパーティを始はじめようではないか。どんどんごちそうを持もってこい！」

　ナックルジョーが言いった。

「ごちそうも食たべたいッスけど、それより、遊あそびたいッス！　ユタリーには、森もりも海うみも原はらっぱもあるッスよ。泳およいだり、走はしったり、トレーニングしたりしたいッス！」

　バーニンレオも叫さけんだ。

「オレは、まず温おん泉せんに入はいりたいぜ！　ぐつぐつ煮にえたぎる温おん泉せんで、全ぜん身しんめらめらになりたいぜ～！」

　みんな、興こう奮ふんして、ワイワイと声こえを上あげた。

　ヨーク夫ふ人じんが、笑わらって言いった。

「ユタリーでは、すべての希き望ぼうがかなえられますよ。海うみのそばの温おん泉せんで、パーティをしましょう。遊あそんだり、くつろいだりしながら、ごちそうをいただきましょう！」

　わっと歓かん声せいが上あがった。

「それ、最さい高こうッスね！　からだをきたえながら、バーベキューもやりたいッス！」

「オレは、温おん泉せんでめらめらしながら、激げきアツ☆ホットチョコレートを飲のみたいぜ！」

「ぼくはね、ごちそうを食たべながら、ごちそうを食たべて、ごちそうを食たべたいよー！」

　ヨークは、心しん配ぱいそうに、夫ふ人じんを見みた。

「おまえは、あまり無む理りをしてはいけないぞ。そろそろ、休やすまなくては……」

「いいえ。なんだか、とても、元げん気きが出でてきました」

　ヨーク夫ふ人じんは、明あかるい声こえで言いった。

「プププランドのみなさんに、パワーを分わけてもらえたみたい。さあ、行いきましょう。青あお空ぞらの下したの、ビーチパーティですわ！」

「行いこう、行いこう！」

　プププランドの住じゅう民みんたちは、はしゃぎながらホテルを飛とび出だし、美うつくしいビーチへと駆かけ出だしていった。
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